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⑴　 位　 置

長野市の歴史的風致形成の背景

第 1 章

　 本市は、 東京から 約180キロ メ ート ル、 名古屋から 約200キロ メ ート ル、 新潟から 約

160キロ メ ート ルの距離にあり 、 日本のほぼ中央にある 長野県の北部に位置する 。 平

成17年（ 2005）と 平成21年（ 2009）年の近隣町村と の合併によ り 市域が拡大し、 広さ は、

東西36.5キロ メ ート ル、 南北41.7キロ メ ート ルで、 面積は、 約834.85平方キロ メ ート

ルある。 標高の最高地点は、 新潟県境に位置する 高妻山の2,352.8メ ート ル、 最低地点

は、 市の北東の豊野町浅野地区に位置する 千曲川下流端の327.4メ ート ルで、 標高差は

2,025.4メ ート ルである。

自然的、 地理的環境1
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長野県内の市町村

本市へのアク セス
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⑵　 地形、 地質、 水質

　 本市は、 北部フ ォ ッ サマグナ地域に含まれ、 地形は、 中央の長野盆地と その東西にあ

る西部山地と 東部山地に大別さ れる。 かつて海だっ た場所に堆積し た新第三紀層が、 こ

れら の山地を構成し ている。

　 北西部は、 標高2,000メ ート ルを 超える急峻な戸隠連峰、 標高1,200メ ート ル以下の地

すべり の多い比較的なだら かな山地があり 、 その山地を裾花川や土尻川が東へ流れ、 犀

川に合流する。 犀川は、 市の西側から ほぼ東に向かっ て山地の中を蛇行し ながら 流れ、

やがて千曲川に合流する。 千曲川は、 市内を南西から 北東方向に流れる。 ３ つの川の合

流点の周辺一帯は、 善光寺平と 呼ばれる 盆地であり 、 河川の氾濫ででき た平地が広が

り 、 昔から 主に耕作地と し て活用さ れてき た。

　 西部山地の北には、 第四紀火山である飯縄火山が位置し 、 その山体や山麓は火山噴出

物で構成さ れる。 長野盆地の周辺にある皆神山や髻山なども 第四紀に噴火し た小規模火

山である。 中央部にある長野盆地は、 第四紀の中ごろから 長野盆地西縁断層の活動が活

発化し て落ち込んだ部分で、 そこ に千曲川や犀川、 裾花川等が運んだ河川性や湖沼性の

堆積物が堆積し ている。

長野盆地の東西模式断面図

シガラ ミ サルボウシナノ ホタ テ
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　 西部山地は、 約1,000万年から 200万年前にかけて、 海底に堆積し た泥、 砂、 礫など

の地層や海底火山の噴出物である溶岩や凝灰角礫岩類が分布する。 西部山地は、 現在も

隆起を 続ける 地域で、 硬い地層である 溶岩や凝灰角礫岩類ででき た戸隠連峰や虫倉山

系、 富士の塔山から 三登山にかけて、 険し い山地が見ら れる。 こ れら の海成層から 、 日

本の石油産業の発祥の地と も なっ た浅川産の石油や、 市内各地から 海生の貝類をはじ め

各種の化石が産出さ れる。 また、 雪の多い戸隠連峰から 流下する裾花川は水量も 多く 、

こ の地域が隆起を続けているこ と も あっ て浸食が進み、 地層が連続し て露出し ている。

地層の積み重なり や化石の産出状況、 各種の堆積構造のほか、 風化、 浸食ででき た構造

や地形を学ぶこ と ができ る。

　 東部山地は、 西部山地より 古い約2,000万年から 約1,000万年前の地層から 構成さ れ、

海底火山の噴出物や深い海に堆積し た泥岩層などから なる。 その後、 約1,000万年前か

ら 、 地下から マグマが入り 込んでき て、 硬い岩石（ 石英閃緑岩類）ができ た。 それら は、

現在の温泉の熱源と も なっ ている。 東部山地の硬い地層や岩石は、 大室古墳群や松代城

の石垣に使われ、 松代大本営が立地する条件と も なっ た。 こ の山地の北部には、 四阿山

から 志賀高原にかけての第四紀火山が噴出し た。

　 長野盆地の西縁部には、 活断層帯があり 、 西部山地の隆起と 長野盆地の沈降をも たら

し ている。 長野盆地西縁部の丘陵には、 断層の動き で長野盆地が湖と なっ たこ と を示す

豊野層も 分布する。 こ の活断層は、 善光寺地震の震源と も なっ た。 こ の断層の動きで、

犀川や裾花川などにより 扇状地がつく ら れ、 こ の扇央部に善光寺が立地し 、 その南側に

は門前町が栄え、 中心市街地と なっ てき た。 長野盆地の沈降は今も 続いており 、 河川が

流れ込み氾濫原を形成し ている。 河川の運んだ土砂の自然堤防の部分が、 島と 呼ばれる

微高地になっ ており 、 集落が形成さ れてき た。

浅川油井
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⑶　 気　 候

　 本市は、 周囲を山地に囲まれる盆地地形であると 同時に、 西部山地を構成し ている戸

隠連峰や飯縄山などが、 日本海から の北西の季節風を遮る地形と なっ ているため、 内陸

性気候の特徴が顕著にみら れる。

　 気温は、 年間の寒暖差が大き く 、 夏期の最高気温は８ 月の平均気温で摂氏31度まで

上がり 、 冬期の最低気温は１ 月で摂氏マイ ナス４ 度以下まで下がる。 年間を通し て一日

の気温差も 大き く 、 特に４ 月は、 12度を越える寒暖の差がある。

　 雨は、 夏季に 多いも のの、 年間を 通し て 降水量が少な いのが特徴で 、 令和４ 年

（ 2022）を例にと ると 、 長野地方気象台の年間平均降水量は約1,023ミ リ メ ート ルで、 全

国平均降水量の約1,661ミ リ メ ート ル（ 平成３ 年（ 1991）から 令和２ 年（ 2020）までの平年

値）をかなり 下回る。
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       月

項目
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

年平均

年合計

平均

気温

-1.5 -0.7 5.6 12.3 16.3 21.4 25.6 25.7 22.5 13.6 9.6 2.4 12.7

-0.4 0.4 4.3 10.6 16.4 20.4 24.3 25.4 21.0 14.4 7.9 2.3 12.3

最高

気温

2.3 3.6 12.1 19.5 23.1 27.8 31.7 31.0 27.7 19.2 15.3 7.0 18.4

3.8 5.3 10.3 17.4 23.2 26.1 29.7 31.1 26.2 19.7 13.4 6.9 17.8

最低

気温

-5.0 -4.4 0.4 6.6 10.4 16.8 21.7 21.8 19.0 9.2 5.0 -1.4 8.3

-3.9 -3.7 -0.5 4.9 10.9 16.1 20.5 21.5 17.2 10.3 3.4 -1.5 7.9

降水

量

45.0 45.0 45.0 98.0 91.5 78.5 143.0 142.5 214.0 28.5 62.5 29.0 1022.5

54.6 49.1 60.1 56.9 69.3 106.1 137.7 111.8 125.5 100.3 44.4 49.4 965.1

日照

時間

139.1 123.0 189.7 208.2 212.1 205.5 193.1 167.6 169.6 145.5 147.8 140.1 2041.3

128.4 140.2 173.3 199.4 214.8 167.4 168.8 201.1 151.2 152.1 142.3 131.1 1969.9

・ 上段は、 令和４ 年（ 2022）、 下段は平年（ 平成３（ 1991）～令和２ 年（ 2020）の平均値）

・ 最高、 最低気温の上段は、 月の平均値 （ 資料： 気象庁）

■ 年間の気温、 降水量の推移
（ 単位： ℃、 ㎜、 h）

0

5 0

1 0 0

1 5 0

2 0 0

2 5 0

-5

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0平
均
気
温
（
℃
）

降
水
量
（
㎜
）

降水量

（ 令和 4 年（ 2 0 2 2 ））

降水量（ 平年値）

平均気温（ 平年値）

平均気温

（ 令和 4 年（ 2 0 2 2 ））

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 月

　 市の北西部の戸隠・ 鬼無里地区の新潟県境付近では、 積雪が多く 、 日本海側気候が見

ら れる。 高妻山をはじ めと する高山が連なり 、 夏季の６ 月から ９ 月にかけても 降水量が

多く 、 鬼無里地区では年間降水量は約1,415ミ リ メ ート ル（ 令和４ 年（ 2022））に達する。
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⑷　 自　 然

　 本市は、 市域が広大である こ と から 、 地域ごと に異なる 多様性のある 自然がみら れ

る。 地形は、 山地、 中山間地から 扇状地、 盆地の平坦部に分けら れ、 それぞれの特徴は

次のよう になる。

ア　 山　 地

　 飯縄山をはじ めと し 、 西岳から 戸隠

山、 高妻山、 乙妻山に至る戸隠連峰、

さ ら に、 堂津岳から 中西山に至るまで

の北安曇郡と の境と なる山々と 、 それ

ら に囲まれた裾花川源流域がある。 こ

れら の山々には、 飯縄山や高妻山への

登山者のほかは、 ほと んど人が入ら な

い。 市内でも っ と も 標高が高く 、 積雪

も 多い地域で 急峻な 地形と な っ て お

り 、 多雪地域に適応し たト ガク シソ ウ

などト ガク シが種名につく 植物がみら れる。 手つかずの広大な自然が残る地域で、 貴重

な自然遺産と 考えら れ、 妙高戸隠連山国立公園にも 指定さ れている。

イ 　 中山間地から 扇状地

　 市域のう ち最も 広い面積を占め、 長

い年月にわたっ て人手が加わっ て成立

し てき た自然と なっ ている。 人間の活

動が、 適度に混ざるこ と によっ て多様

性のある自然を形成し てき た。 コ ナラ

やカ スミ ザク ラ などを主と し た落葉広

葉樹林やアカ マツ林など人手の加わっ

た 二次林が分布し 、 そ こ に水田や畑

地、 草地、 集落などがモザイ ク 状に入り 組んでいる。

　 さ ら に、 地質や河川などの地形の特徴が境界と なっ て動植物の違いがみら れる。 里山

地域は、 地すべり 地で生じ る湧水や緩斜面を利用し て棚田がつく ら れてき た。 また、 降

水量が少ないこ と も あっ てため池が築造さ れてき た。

大望峠

（ 鬼無里と 戸隠の境にある峠から 戸隠連峰や

北アルプスを望む）（ ながの百景から ）

浅川の棚田（ ながの百景から ）
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ウ　 盆地の平坦部

　 千曲川は、 善光寺平に入ると

勾配が緩やかと なり 、 蛇行し て

流れている。 瀬、 淵、 ワンド 、

たまり など多様な環境があり 、

そこ に動植物が生息、 生育し て

いる。 犀川は、 西山山地から 善

光寺平に入ると 大き な扇状地を

形成し 、 砂礫がつく る河原がみ

ら れる。 安茂里地区のコ ムラ サ

キの集団ねぐ ら やコ アジサシな

どの礫河原に営巣する鳥類にと っ て、 重要な生息場所と なっ ている。

　 かつての千曲川が蛇行し ていた跡（ 河跡湖）の金井池、 冬季にカ モ類などが渡っ てく る

辰巳池などのため池、 さ ら にホタ ルの生息する八幡川などの水辺環境があり 、 いずれも

市街地のオアシスと し て貴重な場所になっ ている。 千曲川や犀川に流れ込む河川の周辺

にも 自然が残っ ている。

こ し き 岩から 望む善光寺平（ ながの百景から ）

　 慶長６ 年（ 1601）、 長野村、 箱清水村、 七瀬川原村、 三輪村の一部（ 正徳４ 年（ 1714）か

ら 平柴村）が善光寺領と なり 、 長野村の中心部は、 善光寺町と し て発展し た。 慶長16年

（ 1611）には、 北国街道善光寺宿と なり 、 町の基礎が築かれた。

　 明治４ 年（ 1871）２ 月、 旧善光寺領の長野村は中野県の管轄と なり 、 同年６ 月に中野

県は長野県と 改称さ れ、 長野村に仮県庁が置かれた。 明治９ 年（ 1876）に長野県と 筑摩

県が合併し 、 長野町は長野県の県都と なっ た。

　 明治22年（ 1889）の町村制施行により 長野町と 鶴賀、 西長野、 南長野の３ 町及び茂菅

村が合併し て新たに長野町と なり 、 明治30年（ 1897）の市制施行によ り 県内で最初の市

制が施行さ れた。

　 その後、 大正12年（ 1923）に隣接する１ 町３ 村を 、 昭和29年（ 1954）に隣接の10か村を

編入合併し て市域が拡大し 、 道路整備、 鉄道輸送の強化による産業の発展と 相まっ て近

代的な都市と し ての基礎が築かれた。

社会的環境2

⑴　 市域の変遷
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　 昭和41年（ 1966）に長野市、 篠ノ 井市、 松代町、 若穂町、 川中島町、 更北村、 七二会

村及び信更村の２ 市３ 町３ 村の合併により 、 面積404平方キロメ ート ル、 人口27万人の

都市と なっ た。

　 平成９ 年（ 1997）に市制施行100周年を 迎え、 平成10年（ 1998）に第18回オリ ン ピ ッ ク

冬季競技大会、 第７ 回パラ リ ン ピ ッ ク 冬季競技大会が開催さ れた。 平成11年（ 1999）に

中核市に移行し 、 こ れまで以上に市民に身近な行政を スピ ーディ に処理でき る こ と に

なっ た。

　 平成17年（ 2005）１ 月に豊野町、 戸隠村、 鬼無里村及び大岡村を、 平成22年（ 2010）１

月に信州新町及び中条村を編入合併し 、 現在に至っ ている。

鬼無里

戸隠

中条

信州新町

大岡

信更

七二会

篠ノ 井

松代

若穂

川中島 更北

芋井

浅川

豊野

長沼
古里

若槻

小田切
安茂里

柳原
朝陽

大豆島芹田

古牧

吉田三輪

明治30年4月1日市制施行時の長野市
（ 現： 第1地区～第5地区）

大正 12 年 7 月 1 日合併（ 1 町 3 村編入）

昭和 29 年 4 月 1 日合併（ 10 村編入）

昭和 41 年 10 月 16 日合併（ 2 市 3 町 3 村合併）

平成 17 年 1 月 1 日合併（ 1 町 3 村編入）

平成 22 年 1 月 1 日合併（ 1 町 1 村編入）

明治 30 年 4 月 1 日市制施行当時の市域

鬼無里

戸隠

中条

信州新町

大岡

信更

七二会

篠ノ 井

松代

若穂

川中島 更北

芋井

浅川

豊野

長沼
古里

若槻

小田切
安茂里

柳原
朝陽

大豆島芹田

古牧

吉田三輪

明治30年4月1日市制施行時の長野市
（ 現： 第1地区～第5地区）

大正 12 年 7 月 1 日合併（ 1 町 3 村編入）

昭和 29 年 4 月 1 日合併（ 10 村編入）

昭和 41 年 10 月 16 日合併（ 2 市 3 町 3 村合併）

平成 17 年 1 月 1 日合併（ 1 町 3 村編入）

平成 22 年 1 月 1 日合併（ 1 町 1 村編入）

明治 30 年 4 月 1 日市制施行当時の市域

現在の長野市域と 市町村合併の経緯
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上
水
内
郡

埴
科
郡

上
高
井
郡

更
級
郡

古里村 柳原村

大豆島村

若槻村

芋井村

小田切村

浅川村

朝陽村

長沼村

共和村 信里村

安茂里村

M30.4.1市制施行

T12.7.1編入 S29.4.1編入

H17.1.1編入

S25.7.1編入

S29.7.1編入 S30.4.1編入

S30.4.1合併

S30.1.1合併

S31.6.1合併

S26.4.3編入

S30.4.1編入

S34.4.1合併

S31.9.30編入

H17.1.1編入

S34.5.1市制施行

S31.9.30

S41. 10. 16

２ 市３ 町

３ カ 村の合併

S34.5.1編入

H22.1.1編入

芹田村

古牧村

吉田町

三輪村

長野市

川柳村

東福寺村

T3.4.1町制施行 篠ノ 井町

塩崎村

篠ノ 井市

中津村

御厨村

昭和村

川中島村

川中島町

T13.7.1川中島村合併

稲里村

真島村

小島田村

青木島村

更北村

信田村

更府村

信更村

東条村

清野村

松代町
M12 郡制施行に

より 松代町発足

豊栄村

寺尾村

更級郡
西寺尾村

西条村

若穂町

綿内村

川田村

保科村

大岡村

長野市

鬼無里村

信州新町

戸隠村

中条村

豊野町

七二会村

合併・ 編入の変遷
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⑵　 人口動態

ア　 人口・ 世帯数

　 本市の人口のピーク は、 平成12年（ 2000）の387,911人で、 それ以降は減少に転じ てい

る。 今後も 人口が徐々に減少し ていく と と も に、 旧合併市町村を含めた周辺地域の人口

減少と 、 その受け皿と なる長野市街地への人口流入が続いていく と 予想さ れている。 ま

た、 県外（ 特に東京）への人口移動の傾向が見ら れる。

■ 総人口

■ 世帯数

4 5 0 ,0 0 0

3 7 7 ,2 6 1

3 8 7 ,3 5 9

H2
（ 1 9 9 0 ）

H7
（ 1 9 9 5 ）

H1 2
（ 2 0 0 0 ）

H1 7
（ 2 0 0 5 ）

H2 2
（ 2 0 1 0 ）

H2 7
（ 2 0 1 5 ）

R2
（ 2 0 2 0 ）

R7
（ 2 0 2 5 ）

R1 2
（ 2 0 3 0 ）

R1 7
（ 2 0 3 5 ）

R2 2
（ 2 0 4 0 ）

R2 7
（ 2 0 4 5 ）

R3 2
（ 2 0 5 0 ）

3 8 7 ,9 1 1 3 8 6 ,5 7 2 3 8 1 ,5 1 1

3 7 7 ,5 9 8 3 7 2 ,7 6 0 3 6 2 ,5 5 6
3 5 2 ,5 5 4 3 4 1 ,3 0 5

3 2 8 ,9 3 7
3 1 5 ,6 2 9

3 0 1 ,5 3 6

（ 人）

（ 割合）

（ 年）

←　 実績 推計　 →

資料： 企画課（ 令和２ 年までは「 国勢調査」、 令和７ 年以降は国立社会保障・ 人口問題研究所「 日本の地域別将来推計人口（ 平成3 0 年推計）」 に準拠し た推計）

H2
（ 1 9 9 0 ）

H7
（ 1 9 9 5 ）

H1 2
（ 2 0 0 0 ）

H1 7
（ 2 0 0 5 ）

H2 2
（ 2 0 1 0 ）

H2 7
（ 2 0 1 5 ）

R2
（ 2 0 2 0 ）

R7
（ 2 0 2 5 ）

R1 2
（ 2 0 3 0 ）

R1 7
（ 2 0 3 5 ）

R2 2
（ 2 0 4 0 ）

R2 7
（ 2 0 4 5 ）

R3 2
（ 2 0 5 0 ）

（ 年）

H2
（ 1 9 9 0 ）

H7
（ 1 9 9 5 ）

H1 2
（ 2 0 0 0 ）

H1 7
（ 2 0 0 5 ）

H2 2
（ 2 0 1 0 ）

H2 7
（ 2 0 1 5 ）

R2
（ 2 0 2 0 ）

R7
（ 2 0 2 5 ）

R1 2
（ 2 0 3 0 ）

R1 7
（ 2 0 3 5 ）

R2 2
（ 2 0 4 0 ）

R2 7
（ 2 0 4 5 ）

R3 2
（ 2 0 5 0 ） （ 年）

資料： 企画課（ 令和２ 年までは「 国勢調査」、 令和７ 年以降は国立社会保障・ 人口問題研究所「 日本の地域別将来推計人口（ 平成3 0 年推計）」 に準拠し た推計）

注： 実際には、 年齢不詳が含まれていないため、 ３ 区分の合計が必ずし も 1 0 0 ％になら ない

資料： 企画課（ 令和２ 年までは「 国勢調査」 結果、 令和７ 年以降は推計）

年少人口（ 0 -14 歳）　 　 　 生産年齢人口（ 1 5 -6 4 歳）　 　 　 老年人口（ 6 5 歳以上）

4 0 0 ,0 0 0

3 5 0 ,0 0 0

3 0 0 ,0 0 0

2 5 0 ,0 0 0

2 0 0 ,0 0 0

1 5 0 ,0 0 0

1 0 0 ,0 0 0

5 0 ,0 0 0

1 0 0 ％

9 0 ％

8 0 ％

7 0 ％

6 0 ％

5 0 ％

4 0 ％

3 0 ％

2 0 ％

1 0 ％

0 ％

0

←　 実績 推計　 →

1 4 .1 ％
1 6 .8 ％ 1 9 .4 ％ 2 2 .0 ％ 2 4 .8 ％

2 8 .1 ％ 3 0 .1 ％ 3 2 .7 ％ 3 4 .5 ％
3 6 .7 ％ 3 9 .8 ％ 4 1 .5 ％ 4 2 .1 ％

6 7 .1 ％ 6 6 .7 ％
6 5 .3 ％ 6 3 .4 ％ 6 0 .8 ％ 5 7 .4 ％

5 7 .9 ％
5 6 .0 ％ 5 4 .8 ％ 5 2 ,.9 ％

4 9 .9 ％ 4 8 .3 ％ 4 7 .9 ％

1 8 .7 ％ 1 6 .4 ％ 1 5 .2 ％ 1 4 .6 ％ 1 4 .0 ％ 1 3 .0 ％ 1 1 .9 ％ 1 1 .3 ％ 1 0 .8 ％ 1 0 .4 ％ 1 0 .3 ％ 1 0 .2 ％ 1 0 .0 ％

（ 世帯）

1 8 0 ,0 0 0 9 .0 0

8 .0 0

7 .0 0

6 .0 0

5 .0 0

4 .0 0

3 .0 0

2 .0 0

1 .0 0

0 .0 0

1 6 0 ,0 0 0

1 4 0 ,0 0 0

1 2 0 ,0 0 0

1 0 0 ,0 0 0

8 0 ,0 0 0

6 0 ,0 0 0

4 0 ,0 0 0

2 0 ,0 0 0

0

←　 実績 推計　 → 世帯数 １ 世帯あたり の人員

1 2 0 ,9 8 6

3 .1 2
2 .9 1 2 .7 8 2 .6 8 2 .6 0 2 .5 1 2 .3 1 2 .2 4 2 .2 0 2 .1 6 2 .1 4 2 .1 2 2 .1 0

1 3 3 ,1 9 6
1 3 9 ,2 8 9

1 4 4 ,0 5 2 1 4 6 ,5 2 0
1 5 0 ,4 1 4

1 5 6 ,9 7 5 1 6 1 ,7 2 2 1 6 0 ,6 0 5 1 5 7 ,7 5 7
1 5 3 ,7 3 6

1 4 9 ,0 8 9
1 4 3 ,3 8 3

1 5 3 ,7 3 6

4 5 0 ,0 0 0

3 7 7 ,2 6 1

3 8 7 ,3 5 9

H2
（ 1 9 9 0 ）

H7
（ 1 9 9 5 ）

H1 2
（ 2 0 0 0 ）

H1 7
（ 2 0 0 5 ）

H2 2
（ 2 0 1 0 ）

H2 7
（ 2 0 1 5 ）

R2
（ 2 0 2 0 ）

R7
（ 2 0 2 5 ）

R1 2
（ 2 0 3 0 ）

R1 7
（ 2 0 3 5 ）

R2 2
（ 2 0 4 0 ）

R2 7
（ 2 0 4 5 ）

R3 2
（ 2 0 5 0 ）

3 8 7 ,9 1 1 3 8 6 ,5 7 2 3 8 1 ,5 1 1

3 7 7 ,5 9 8 3 7 2 ,7 6 0 3 6 2 ,5 5 6
3 5 2 ,5 5 4 3 4 1 ,3 0 5

3 2 8 ,9 3 7
3 1 5 ,6 2 9

3 0 1 ,5 3 6

（ 人）

（ 割合）

（ 年）

←　 実績 推計　 →

資料： 企画課（ 令和２ 年までは「 国勢調査」、 令和７ 年以降は国立社会保障・ 人口問題研究所「 日本の地域別将来推計人口（ 平成3 0 年推計）」 に準拠し た推計）

H2
（ 1 9 9 0 ）

H7
（ 1 9 9 5 ）

H1 2
（ 2 0 0 0 ）

H1 7
（ 2 0 0 5 ）

H2 2
（ 2 0 1 0 ）

H2 7
（ 2 0 1 5 ）

R2
（ 2 0 2 0 ）

R7
（ 2 0 2 5 ）

R1 2
（ 2 0 3 0 ）

R1 7
（ 2 0 3 5 ）

R2 2
（ 2 0 4 0 ）

R2 7
（ 2 0 4 5 ）

R3 2
（ 2 0 5 0 ）

（ 年）

資料： 企画課（ 令和２ 年までは「 国勢調査」、 令和７ 年以降は国立社会保障・ 人口問題研究所「 日本の地域別将来推計人口（ 平成3 0 年推計）」 に準拠し た推計）

注： 実際には、 年齢不詳が含まれていないため、 ３ 区分の合計が必ずし も 1 0 0 ％になら ない

年少人口（ 0 -1 4 歳）　 　 　 生産年齢人口（ 1 5 -6 4 歳）　 　 　 老年人口（ 6 5 歳以上）

4 0 0 ,0 0 0

3 5 0 ,0 0 0

3 0 0 ,0 0 0

2 5 0 ,0 0 0

2 0 0 ,0 0 0

1 5 0 ,0 0 0

1 0 0 ,0 0 0

5 0 ,0 0 0

1 0 0 ％

9 0 ％

8 0 ％

7 0 ％

6 0 ％

5 0 ％

4 0 ％

3 0 ％

2 0 ％

1 0 ％

0 ％

0

←　 実績 推計　 →

1 4 .1 ％ 1 6 .8 ％ 1 9 .4 ％ 2 2 .0 ％ 2 4 .8 ％
2 8 .1 ％ 3 0 .1 ％ 3 2 .7 ％ 3 4 .5 ％

3 6 .7 ％ 3 9 .8 ％ 4 1 .5 ％ 4 2 .1 ％

6 7 .1 ％ 6 6 .7 ％
6 5 .3 ％ 6 3 .4 ％ 6 0 .8 ％ 5 7 .4 ％

5 7 .9 ％
5 6 .0 ％ 5 4 .8 ％ 5 2 ,.9 ％

4 9 .9 ％ 4 8 .3 ％ 4 7 .9 ％

1 8 .7 ％ 1 6 .4 ％ 1 5 .2 ％ 1 4 .6 ％ 1 4 .0 ％ 1 3 .0 ％ 1 1 .9 ％ 1 1 .3 ％ 1 0 .8 ％ 1 0 .4 ％ 1 0 .3 ％ 1 0 .2 ％ 1 0 .0 ％

（ 世帯）

1 8 0 ,0 0 0 9 .0 0

8 .0 0

7 .0 0

6 .0 0

5 .0 0

4 .0 0

1 6 0 ,0 0 0

1 4 0 ,0 0 0

1 2 0 ,0 0 0

1 0 0 ,0 0 0

8 0 ,0 0 0

←　 実績 推計　 → 世帯数 １ 世帯あたり の人員

1 2 0 ,9 8 6

3 .1 2
2 .9 1 2 .7 8

1 3 3 ,1 9 6
1 3 9 ,2 8 9

1 4 4 ,0 5 2 1 4 6 ,5 2 0
1 5 0 ,4 1 4

1 5 6 ,9 7 5 1 6 1 ,7 2 2 1 6 0 ,6 0 5 1 5 7 ,7 5 7
1 5 3 ,7 3 6

1 4 9 ,0 8 9
1 4 3 ,3 8 3

1 5 3 ,7 3 6
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イ 　 年齢区分別人口

　 年齢構成をみると 、 年少人口、 生産年齢人口の割合が減少する一方、 老年人口は増加

傾向にあり 、 少子高齢化が進行し ているこ と がわかる。

　 平成22年（ 2010）の老年人口の割合は、 24.8％であっ たが、 令和２ 年（ 2020）に30.1％

と なり 、 10年間で約５ ％増加し ている。

ウ　 地区別人口・ 世帯数

　 平成27年（ 2015）と 令和２ 年（ 2020）の国勢調査の人口を 比較する と 、 増加し た地区

は、 更北と 川中島で、 こ れら の地区は前回から 引き 続いて増加と なっ た。 10％以上の

減少は、 ７ 地区であっ た。

　 世帯数については、 ５ 地区で前回から 引き 続いて増加し た。 減少は９ 地区であっ た。

■ 年齢３ 区別人口

4 5 0 ,0 0 0

3 7 7 ,2 6 1

3 8 7 ,3 5 9

H2
（ 1 9 9 0 ）

H7
（ 1 9 9 5 ）

H1 2
（ 2 0 0 0 ）

H1 7
（ 2 0 0 5 ）

H2 2
（ 2 0 1 0 ）

H2 7
（ 2 0 1 5 ）

R2
（ 2 0 2 0 ）

R7
（ 2 0 2 5 ）

R1 2
（ 2 0 3 0 ）

R1 7
（ 2 0 3 5 ）

R2 2
（ 2 0 4 0 ）

R2 7
（ 2 0 4 5 ）

R3 2
（ 2 0 5 0 ）

3 8 7 ,9 1 1 3 8 6 ,5 7 2 3 8 1 ,5 1 1

3 7 7 ,5 9 8 3 7 2 ,7 6 0 3 6 2 ,5 5 6
3 5 2 ,5 5 4 3 4 1 ,3 0 5

3 2 8 ,9 3 7
3 1 5 ,6 2 9

3 0 1 ,5 3 6

（ 人）

（ 割合）

（ 年）

←　 実績 推計　 →

資料： 企画課（ 令和２ 年までは「 国勢調査」、 令和７ 年以降は国立社会保障・ 人口問題研究所「 日本の地域別将来推計人口（ 平成3 0 年推計）」 に準拠し た推計）

H2
（ 1 9 9 0 ）

H7
（ 1 9 9 5 ）

H1 2
（ 2 0 0 0 ）

H1 7
（ 2 0 0 5 ）

H2 2
（ 2 0 1 0 ）

H2 7
（ 2 0 1 5 ）

R2
（ 2 0 2 0 ）

R7
（ 2 0 2 5 ）

R1 2
（ 2 0 3 0 ）

R1 7
（ 2 0 3 5 ）

R2 2
（ 2 0 4 0 ）

R2 7
（ 2 0 4 5 ）

R3 2
（ 2 0 5 0 ）

（ 年）

H2
（ 1 9 9 0 ）

H7
（ 1 9 9 5 ）

H1 2
（ 2 0 0 0 ）

H1 7
（ 2 0 0 5 ）

H2 2
（ 2 0 1 0 ）

H2 7
（ 2 0 1 5 ）

R2
（ 2 0 2 0 ）

R7
（ 2 0 2 5 ）

R1 2
（ 2 0 3 0 ）

R1 7
（ 2 0 3 5 ）

R2 2
（ 2 0 4 0 ）

R2 7
（ 2 0 4 5 ）

R3 2
（ 2 0 5 0 ） （ 年）

資料： 企画課（ 令和２ 年までは「 国勢調査」、 令和７ 年以降は国立社会保障・ 人口問題研究所「 日本の地域別将来推計人口（ 平成3 0 年推計）」 に準拠し た推計）

注： 実際には、 年齢不詳が含まれていないため、 ３ 区分の合計が必ずし も 1 0 0 ％になら ない

資料： 企画課（ 令和２ 年までは「 国勢調査」 結果、 令和７ 年以降は推計）

年少人口（ 0 -1 4 歳）　 　 　 生産年齢人口（ 1 5 -6 4 歳）　 　 　 老年人口（ 6 5 歳以上）

4 0 0 ,0 0 0

3 5 0 ,0 0 0

3 0 0 ,0 0 0

2 5 0 ,0 0 0

2 0 0 ,0 0 0

1 5 0 ,0 0 0

1 0 0 ,0 0 0

5 0 ,0 0 0

1 0 0 ％

9 0 ％

8 0 ％

7 0 ％

6 0 ％

5 0 ％

4 0 ％

3 0 ％

2 0 ％

1 0 ％

0 ％

0

←　 実績 推計　 →

1 4 .1 ％
1 6 .8 ％ 1 9 .4 ％ 2 2 .0 ％ 2 4 .8 ％

2 8 .1 ％ 3 0 .1 ％ 3 2 .7 ％ 3 4 .5 ％
3 6 .7 ％ 3 9 .8 ％ 4 1 .5 ％ 4 2 .1 ％

6 7 .1 ％ 6 6 .7 ％
6 5 .3 ％

6 3 .4 ％ 6 0 .8 ％ 5 7 .4 ％
5 7 .9 ％

5 6 .0 ％ 5 4 .8 ％ 5 2 ,.9 ％
4 9 .9 ％ 4 8 .3 ％ 4 7 .9 ％

1 8 .7 ％ 1 6 .4 ％ 1 5 .2 ％ 1 4 .6 ％ 1 4 .0 ％ 1 3 .0 ％ 1 1 .9 ％ 1 1 .3 ％ 1 0 .8 ％ 1 0 .4 ％ 1 0 .3 ％ 1 0 .2 ％ 1 0 .0 ％

（ 世帯）

1 8 0 ,0 0 0 9 .0 0

8 .0 0

7 .0 0

6 .0 0

5 .0 0

4 .0 0

3 .0 0

2 .0 0

1 .0 0

0 .0 0

1 6 0 ,0 0 0

1 4 0 ,0 0 0

1 2 0 ,0 0 0

1 0 0 ,0 0 0

8 0 ,0 0 0

6 0 ,0 0 0

4 0 ,0 0 0

2 0 ,0 0 0

0

←　 実績 推計　 → 世帯数 １ 世帯あたり の人員

1 2 0 ,9 8 6

3 .1 2
2 .9 1 2 .7 8 2 .6 8 2 .6 0 2 .5 1 2 .3 1 2 .2 4 2 .2 0 2 .1 6 2 .1 4 2 .1 2 2 .1 0

1 3 3 ,1 9 6
1 3 9 ,2 8 9

1 4 4 ,0 5 2 1 4 6 ,5 2 0
1 5 0 ,4 1 4

1 5 6 ,9 7 5 1 6 1 ,7 2 2 1 6 0 ,6 0 5 1 5 7 ,7 5 7
1 5 3 ,7 3 6

1 4 9 ,0 8 9
1 4 3 ,3 8 3

1 5 3 ,7 3 6
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※集計上の地区区分と 行政区と は一致し ないこ と があり ます。

※総数面積のみ、 国土地理院「 全国都道府県市区町村別面積調」による。 そのため、 各地区の合計と 一致し ません。

資料： 令和２ 年度国勢調査

地区名
面　 積

（ ㎢）

人口密度

( 人 /㎢ )

令和２ 年 10 月 1 日 平成 27 年 10 月 1 日 増減率

世帯数 総　 数 男 女 世帯数 総　 数 男 女 世帯数 人口増減数 総　 数 男 女

長　 野　 県 13,561.56 151.0 832,097 2,048,011 1,000,389 1,047,622 807,108 2,098,804 1,022,129 1,076,675 3.1% △ 50,793 △ 2.4% △ 2.1% △ 2.7%

長 野 市 計 834.81 446.5 156,975 372,760 181,284 191,476 150,414 377,598 182,843 194,755 4.4% △ 4,838 △ 1.3% △ 0.9% △ 1.7%

長 野 管 内 160.45 1,378.7 98,286 221,213 107,847 113,366 92,902 221,404 107,433 113,971 5.8% △ 191 △ 0.1% 0.4% △ 0.5%

第　 一 3.47 1,682.1 2,881 5,837 2,889 2,948 2,850 5,963 2,915 3,048 1.1% △ 126 △ 2.1% △ 0.9% △ 3.3%

第　 二 4.37 2,672.3 5,378 11,678 5,513 6,165 5,116 11,774 5,554 6,220 5.1% △ 96 △ 0.8% △ 0.7% △ 0.9%

第　 三 1.44 4,659.7 3,445 6,710 3,073 3,637 2,984 6,364 2,895 3,469 15.4% 346 5.4% 6.1% 4.8%

第　 四 0.90 3,330.0 1,500 2,997 1,363 1,634 1,294 2,803 1,283 1,520 15.9% 194 6.9% 6.2% 7.5%

第　 五 1.48 3,332.4 2,886 4,932 2,588 2,344 2,692 4,820 2,509 2,311 7.2% 112 2.3% 3.1% 1.4%

芹　 田 6.79 4,431.5 15,247 30,090 15,606 14,484 13,799 28,896 14,908 13,988 10.5% 1,194 4.1% 4.7% 3.5%

古　 牧 6.61 4,061.4 11,670 26,846 13,260 13,586 10,841 26,265 12,972 13,293 7.6% 581 2.2% 2.2% 2.2%

三　 輪 2.62 6,181.7 8,017 16,196 7,539 8,657 7,699 16,750 7,732 9,018 4.1% △ 554 △ 3.3% △ 2.5% △ 4.0%

吉　 田 3.38 4,963.9 7,237 16,778 7,979 8,799 6,908 16,762 7,935 8,827 4.8% 16 0.1% 0.6% △ 0.3%

古　 里 5.67 2,376.7 5,277 13,476 6,489 6,987 5,161 13,543 6,524 7,019 2.2% △ 67 △ 0.5% △ 0.5% △ 0.5%

柳　 原 3.72 1,792.7 2,686 6,669 3,186 3,483 2,636 6,872 3,309 3,563 1.9% △ 203 △ 3.0% △ 3.7% △ 2.2%

浅　 川 24.77 253.2 2,436 6,271 2,955 3,316 2,462 6,525 3,105 3,420 △ 1.1% △ 254 △ 3.9% △ 4.8% △ 3.0%

大豆島 4.83 2,632.7 5,135 12,716 6,258 6,458 4,512 12,023 5,904 6,119 13.8% 693 5.8% 6.0% 5.5%

朝　 陽 6.60 2,280.0 6,026 15,048 7,305 7,743 5,659 14,828 7,170 7,658 6.5% 220 1.5% 1.9% 1.1%

若　 槻 12.68 1,607.4 7,842 20,382 9,911 10,471 7,358 20,194 9,723 10,471 6.6% 188 0.9% 1.9% 0.0%

長　 沼 6.17 211.2 459 1,303 640 663 743 2,303 1,088 1,215 △ 38.2% △ 1,000 △ 43.4% △ 41.2% △ 45.4%

安茂里 13.91 1,467.8 8,894 20,417 9,883 10,534 8,876 21,503 10,317 11,186 0.2% △ 1,086 △ 5.1% △ 4.2% △ 5.8%

小田切 18.42 41.9 377 771 392 379 405 902 454 448 △ 6.9% △ 131 △ 14.5% △ 13.7% △ 15.4%

芋　 井 32.62 64.3 893 2,096 1,018 1,078 907 2,314 1,136 1,178 △ 1.5% △ 218 △ 9.4% △ 10.4% △ 8.5%

篠ノ 井管内 46.65 874.2 15,487 40,781 19,567 21,214 15,040 41,340 19,791 21,549 3.0% △ 559 △ 1.4% △ 1.1% △ 1.6%

篠ノ 井 6.62 3,088.8 8,055 20,448 9,878 10,570 7,547 20,110 9,694 10,416 6.7% 338 1.7% 1.9% 1.5%

塩　 崎 8.18 634.7 1,952 5,192 2,519 2,673 1,952 5,448 2,597 2,851 0.0% △ 256 △ 4.7% △ 3.0% △ 6.2%

共　 和 8.98 393.2 1,217 3,531 1,663 1,868 1,200 3,734 1,741 1,993 1.4% △ 203 △ 5.4% △ 4.5% △ 6.3%

川　 柳 3.93 990.1 1,481 3,891 1,780 2,111 1,508 4,198 1,959 2,239 △ 1.8% △ 307 △ 7.3% △ 9.1% △ 5.7%

東福寺 4.30 767.4 1,278 3,300 1,604 1,696 1,388 3,477 1,702 1,775 △ 7.9% △ 177 △ 5.1% △ 5.8% △ 4.5%

西寺尾 1.22 2,736.9 1,083 3,339 1,620 1,719 999 3,140 1,506 1,634 8.4% 199 6.3% 7.6% 5.2%

信　 里 13.42 80.5 421 1,080 503 577 446 1,233 592 641 △ 5.6% △ 153 △ 12.4% △ 15.0% △ 10.0%

松 代 管 内 61.01 263.5 6,080 16,074 7,764 8,310 6,184 17,100 8,326 8,774 △ 1.7% △ 1,026 △ 6.0% △ 6.7% △ 5.3%

松　 代 1.56 3,093.6 1,864 4,826 2,258 2,568 1,832 4,911 2,355 2,556 1.7% △ 85 △ 1.7% △ 4.1% 0.5%

清　 野 5.58 211.6 462 1,181 569 612 487 1,372 657 715 △ 5.1% △ 191 △ 13.9% △ 13.4% △ 14.4%

西　 条 12.46 124.4 667 1,550 788 762 730 1,736 893 843 △ 8.6% △ 186 △ 10.7% △ 11.8% △ 9.6%

豊　 栄 21.59 65.1 528 1,406 704 702 532 1,512 763 749 △ 0.8% △ 106 △ 7.0% △ 7.7% △ 6.3%

東　 条 8.18 460.0 1,416 3,763 1,828 1,935 1,434 4,070 1,981 2,089 △ 1.3% △ 307 △ 7.5% △ 7.7% △ 7.4%

寺　 尾 10.53 265.3 968 2,794 1,383 1,411 973 2,887 1,417 1,470 △ 0.5% △ 93 △ 3.2% △ 2.4% △ 4.0%

西寺尾 1.11 499.1 175 554 234 320 196 612 260 352 △ 10.7% △ 58 △ 9.5% △ 10.0% △ 9.1%

若 穂 管 内 56.29 204.9 4,013 11,535 5,613 5,922 3,950 12,201 5,941 6,260 1.6% △ 666 △ 5.5% △ 5.5% △ 5.4%

綿　 内 15.17 395.8 2,093 6,005 2,900 3,105 2,014 6,241 3,046 3,195 3.9% △ 236 △ 3.8% △ 4.8% △ 2.8%

川　 田 7.33 380.8 910 2,791 1,364 1,427 892 2,908 1,399 1,509 2.0% △ 117 △ 4.0% △ 2.5% △ 5.4%

保　 科 33.79 81.1 1,010 2,739 1,349 1,390 1,044 3,052 1,496 1,556 △ 3.3% △ 313 △ 10.3% △ 9.8% △ 10.7%

川中島管内 10.44 2,593.9 10,612 27,080 13,101 13,979 10,002 26,881 12,908 13,973 6.1% 199 0.7% 1.5% 0.0%

中　 津 3.09 3,549.2 4,473 10,967 5,336 5,631 4,129 10,660 5,146 5,514 8.3% 307 2.9% 3.7% 2.1%

御　 厨 2.65 1,693.6 1,719 4,488 2,151 2,337 1,660 4,635 2,231 2,404 3.6% △ 147 △ 3.2% △ 3.6% △ 2.8%

川中島 4.70 2,473.4 4,420 11,625 5,614 6,011 4,213 11,586 5,531 6,055 4.9% 39 0.3% 1.5% △ 0.7%

更 北 管 内 17.27 1,966.5 13,612 33,961 16,786 17,175 12,680 33,486 16,410 17,076 7.4% 475 1.4% 2.3% 0.6%

青木島 5.61 2,940.1 6,966 16,494 8,231 8,263 6,526 16,161 7,974 8,187 6.7% 333 2.1% 3.2% 0.9%

真　 島 4.69 509.4 840 2,389 1,162 1,227 798 2,459 1,184 1,275 5.3% △ 70 △ 2.8% △ 1.9% △ 3.8%

小島田 2.79 886.4 738 2,473 1,128 1,345 714 2,506 1,158 1,348 3.4% △ 33 △ 1.3% △ 2.6% △ 0.2%

稲　 里 4.18 3,015.6 5,068 12,605 6,265 6,340 4,642 12,360 6,094 6,266 9.2% 245 2.0% 2.8% 1.2%

七二会管内 16.40 85.9 589 1,408 658 750 638 1,622 748 874 △ 7.7% △ 214 △ 13.2% △ 12.0% △ 14.2%

信 更 管 内 35.84 49.3 783 1,767 879 888 833 2,051 1,009 1,042 △ 6.0% △ 284 △ 13.8% △ 12.9% △ 14.8%

信　 田 22.29 43.7 416 973 482 491 447 1,148 567 581 △ 6.9% △ 175 △ 15.2% △ 15.0% △ 15.5%

更　 府 13.55 58.6 367 794 397 397 386 903 442 461 △ 4.9% △ 109 △ 12.1% △ 10.2% △ 13.9%

豊 野 管 内 19.90 441.7 3,031 8,790 4,217 4,573 3,185 9,609 4,592 5,017 △ 4.8% △ 819 △ 8.5% △ 8.2% △ 8.8%

戸 隠 管 内 132.76 23.0 1,267 3,055 1,497 1,558 1,375 3,499 1,715 1,784 △ 7.9% △ 444 △ 12.7% △ 12.7% △ 12.7%

鬼無里管内 127.96 8.8 546 1,128 524 604 645 1,393 651 742 △ 15.3% △ 265 △ 19.0% △ 19.5% △ 18.6%

大 岡 管 内 45.86 17.9 428 823 408 415 473 960 471 489 △ 9.5% △ 137 △ 14.3% △ 13.4% △ 15.1%

信州新町管内 70.73 50.0 1,543 3,540 1,694 1,846 1,719 4,135 1,956 2,179 △ 10.2% △ 595 △ 14.4% △ 13.4% △ 15.3%

中 条 管 内 33.29 48.2 698 1,605 729 876 788 1,917 892 1,025 △ 11.4% △ 312 △ 16.3% △ 18.3% △ 14.5%

■ 長野市管内別地区別人口、 世帯数及び人口密度 （ 単位： 世帯、 人）
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⑶　 産　 業

ア　 産業別就業者数

　 本市の第二次産業と し ては、 食料品、 出版・ 印刷、 電子デバイ ス・ 情報通信機器関連

などを中心に発展を続けてきたが、 国際的な競争力が求めら れるにつれ、 第三次産業が

約７ 割を占める状況へと 変化し ている。

イ 　 観　 光

　 善光寺と その門前町は、 古く から 信仰の中心と し て全国の人々に親し まれ、 周辺に広

がる宿坊、 仲見世などが観光の中心と し てにぎわいをみせている。 と り わけ、 数え年で

７ 年に一度開催さ れる善光寺御開帳の年は、 例年に比べて飛躍的に観光客が増加する。

　 真田十万石の城下町である 松代地区には、 当時の面影を 残し た歴史的建造物が多く

■ 総生産の産業別構成比

全　 国

全　 国
平成25

平成30

平成30

平成30

長野県
平成25

長野市
平成25

0 ％ 1 0 ％ 2 0 ％ 3 0 ％ 4 0 ％ 5 0 ％ 6 0 ％ 7 0 ％ 8 0 ％ 9 0 ％ 1 0 0 ％

0 ％ 1 0 ％ 2 0 ％ 3 0 ％ 4 0 ％ 5 0 ％ 6 0 ％ 7 0 ％ 8 0 ％ 9 0 ％ 1 0 0 ％

第二次産業第一次産業 第三次産業

第二次産業第一次産業 第三次産業 分類不能

長野県

長野市

3.2％

1.1％

1.2％

1.8％

2.0％

1.2％

1.2％

73.4％

72.3％

62.8％8.5％

5.7％

23.4％

28.7％

22.0％

資料： 令和２ 年度国勢調査

資料： 総務省「 平成 3 0 年  国民経済計算」（ 全国）、「 平成3 0 年度  長野県情報統計課「 県民経済計算」（ 長野県）、

　 　 　 企画課「 平成3 0 年度  市民所得推計結果報告書」（ 長野市）

24.8％ 73.5％ 0.6％

0.4％

0.8％

0.5％

0.8％

0.5％

71.9％

65.7％

62.0％

78.4％

79.4％

26.5％

31.7％

35.5％

19.5％

18.9％

全　 国

全　 国
平成25

平成30

平成30

平成30

長野県
平成25

長野市
平成25

0 ％ 1 0 ％ 2 0 ％ 3 0 ％ 4 0 ％ 5 0 ％ 6 0 ％ 7 0 ％ 8 0 ％ 9 0 ％ 1 0 0 ％

0 ％ 1 0 ％ 2 0 ％ 3 0 ％ 4 0 ％ 5 0 ％ 6 0 ％ 7 0 ％ 8 0 ％ 9 0 ％ 1 0 0 ％

第二次産業第一次産業 第三次産業

第二次産業第一次産業 第三次産業 分類不能

長野県

長野市

3.2％

1.1％

1.2％

1.8％

2.0％

1.2％

1.2％

73.4％

72.3％

62.8％8.5％

5.7％

23.4％

28.7％

22.0％

資料： 令和２ 年度国勢調査

資料： 総務省「 平成 3 0 年  国民経済計算」（ 全国）、「 平成3 0 年度  長野県情報統計課「 県民経済計算」（ 長野県）、

　 　 　 企画課「 平成3 0 年度  市民所得推計結果報告書」（ 長野市）

24.8％ 73.5％ 0.6％

0.4％

0.8％

0.5％

0.8％

0.5％

71.9％

65.7％

62.0％

78.4％

79.4％

26.5％

31.7％

35.5％

19.5％

18.9％
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残っ ている。 こ れら の地域の観光資源を住民自ら が守り 育てる市民が主役の町おこ し 文

化活動と し て「 エコ ール・ ド ・ まつし ろ 」に取り 組んでおり 、 様々な団体がそれぞれの活

動の中で、 訪れる観光客をも てなし ている。

　 戸隠、 鬼無里をはじ めと し た地区では、 豊かな自然環境の中に、 古く から 伝わる様々

な歴史、 文化、 芸能があり 、 秘めら れた観光資源が残さ れている。

　 本市の観光地利用者数は、 令和２ 年（ 2020）から の新型コ ロ ナウイ ルス感染症の感染

拡大により 、 海外から の渡航や国内の往来が制限や自粛さ れたこ と から 、 落ち込んでい

る。

資料： 令和５ 年度長野市の観光概要

（ 単位： 人）

年　 度 総　 数

観光地別利用者数

善　 光　 寺 飯 綱 高 原 松　 　 　 代
象山地下壕

（ 松代の内数）
川　 中　 島 篠　 ノ 　 井 エムウェ ーブ

20 10,282,900 6,599,300 822,500 539,400 102,802 179,300 283,100 377,300

21 15,468,400 11,568,600 797,200 601,800 107,868 239,200 348,100 413,800

22 10,049,800 6,061,300 844,000 606,300 102,691 196,900 323,800 381,000

23 10,034,700 6,123,700 805,800 542,300 99,656 279,200 353,100 290,100

24 10,071,600 6,402,400 835,000 518,400 105,083 301,600 351,600 －

25 10,075,100 6,334,900 977,300 528,200 97,488 246,400 362,600 －

26 9,860,100 6,255,100 896,500 499,000 65,885 255,800 318,100 －

27 17,008,400 12,288,800 1,200,200 776,000 86,356 320,300 359,900 －

28 11,090,300 6,419,100 1,040,500 1,031,000 83,296 298,100 308,800 －

29 11,008,200 6,652,600 1,214,400 659,000 62,344 352,900 257,900 －

30 10,727,000 6,354,000 1,231,300 591,800 55,866 288,700 283,900 －

令和元 10,382,200 6,301,700 1,390,000 384,300 50,011 288,700 279,800 －

2 4,484,800 2,593,600 54,800 219,000 25,516 115,200 245,700 －

3 5,282,600 3,147,500 73,500 263,500 29,749 171,500 306,600 －

4 13,348,500 10,207,800 240,200 484,800 40,048 284,000 268,600 －

＊

＊

＊

年　 度

観光地別利用者数

戸 隠 高 原 鬼　 無　 里 聖 山 高 原 豊　 　 　 野 信 州 新 町 中　 　 　 条

20 1,074,400 127,200 33,100 138,600 89,800 18,900

21 1,069,100 143,300 42,100 135,800 91,800 17,600

22 1,216,000 130,900 43,000 121,200 109,700 15,700

23 1,226,200 123,300 39,500 108,100 125,300 18,100

24 1,202,000 108,800 41,200 99,500 167,500 43,600

25 1,163,200 108,200 39,000 106,500 160,500 48,300

26 1,197,100 79,100 38,700 109,300 161,000 50,400

27 1,613,000 99,800 39,600 102,400 157,900 50,500

28 1,587,000 62,300 36,200 102,500 157,000 47,800

29 1,496,100 65,500 38,500 100,100 154,800 43,400

30 1,578,000 75,200 36,500 95,800 149,500 42,300

令和元 1,371,000 68,400 36,400 72,400 152,300 37,200

2 1,023,000 32,700 24,900 55,900 94,300 25,700

3 1,060,300 40,900 22,500 74,400 91,400 30,500

4 1,519,800 49,100 31,000 91,000 136,900 35,300

＊

＊

＊

■ 観光地利用者状況の推移

注１ 　「 年度」欄の＊印は善光寺御開帳の開催年

注２ 　 平成24年度から「 観光地点の名称変更と 削除」並びに「 算出基準の変更」を行っ ている 。
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ウ　 土地利用

　 人口減少の進行など社会情勢の変化による中心市街地の空洞化の進行、 低・ 未利用地

や空き 家の増加などから 都市的土地利用（ 5住宅地、 工業用地、 店舗等）の需要が減少し

ている。 また、 農業の担い手不足による荒廃農地の増加、 木材価格の低迷等に伴い、 適

切な施業がさ れない森林が増加し ているこ と などから 、 農林業的土地利用の需要も 減少

し ている。

■ 土地利用の状況

土地の利用区分別面積（ 令和３ 年（ 2021）４ 月現在）

関係法令に基づく 計画区域面積（ 令和３ 年（ 2021）４ 月現在）

土地の利用区分 面積（ ha） 構成比（ ％）

農地 8,010 10

田 2,260

畑 5,750

森林 53,468 64

原野等（ 原野・ 採草放牧地） 852 1

水面・ 河川・ 水路 2,922 3

道路 3,745 4

住宅 6,503 8

住宅地 4,461

工業用地 192

その他の宅地 1,850

その他 7,981 10

市全体 83,481 100

関係法令の名称 計画区域の名称 計画区域面積（ ha）

都市計画法 都市計画区域 21,541 市域の約 26％

農業振興地域の
整備に関する法律

農業振興地域 43,536 市域の約 52％

森林法
地域森林計画対象
民有林

41,445 市域の約 50％

自然公園法 国立公園区域 10,204 市域の約 12％
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エ　 交　 通

　 本市は、 明治４ 年（ 1872）以来、 長野県の県庁所在地と し て発展を 遂げ、 官庁、 金融

機関、 事業所などの都市機能の集積に伴い、 活発な人的交流と 情報が集中する中核都市

と し て発展し てきた。

　 善光寺門前に位置する長野市の中心市街地を中心に、 道路と 鉄道が整備さ れている。

道路は、 本市から 名古屋市へ伸びる 国道19号と 群馬県高崎市と 新潟県上越市を 結ぶ国

道18号が交わる 交通の結節点と なっ ている。 市南部の松代地区には、 東西に上信越自

動車道が通っ ており 、 長野ICと 市街地は国道18号と 主要県道で接続さ れている。

　 鉄道は、 平成９ 年（ 1997） 10月に東京から 長野間の長野新幹線が開通し 、 首都圏から

訪れる 観光客の利便性が向上し た。 長野新幹線は、 平成27年（ 2015）に金沢駅まで延伸

し たこ と で北陸方面から の観光客の利便性が向上し 、 名称が北陸新幹線に改めら れた。

　 在来線は、 飯山につながるJR飯山線、 松本につながるJR篠ノ 井線、 軽井沢町につなが

るし なの鉄道し なの鉄道線、 上越市につながるし なの鉄道北し なの線があり 、 須坂、 小

布施、 中野を経由し て山ノ 内につながる長野電鉄長野線がある。
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⑴　 旧石器時代～弥生時代

ア　 長野盆地の黎明

　 本市の東部、 西部の山地に10か所の後期旧石器の遺跡があり 、 飯綱高原の上ケ屋遺

跡では多様な石器がみら れ、 地域交流の様子がう かがえる。

　 縄文時代、 後氷期の気候変動で豊かな落葉広葉樹林の森ができ、 食糧になる堅果類が

豊富になっ た。 シカ 、 イ ノ シシなどの中小型動物が繁殖し 、 千曲川と その支流は、 回帰

するシロザケ、 サク ラ マスと 淡水魚の宝庫であり 、 重要な食糧源と なっ た。

　 市南部の若穂保科の宮崎遺跡から は、 シカ

の角製の銛
も り

やサメ の椎骨を利用し た耳飾り が

出土し ている。 こ の頃の平地は、 河川の流路

が頻繁に変わる氾濫原であり 、 常住が難し い

場所であっ たが、 千曲川河岸の地下４ メ ート

ルから 縄文時代前期の集落が発見さ れてお

り 、 縄文人が山地から 長野盆地の中州や自然

堤防、 扇状地に進出し たこ と が確認さ れてい

る。

イ 　 赤い土器のク ニ

　 平地での水田耕作は、 弥生時代中期後半に本格化し 、 千曲川の自然堤防上に集落を構

え、 後背湿地に水田を作る現在につながる原風景が成立し た。 稲作農耕は、 社会の仕組

みを大き く 変えてムラ 同士の抗争も 生まれた。 市東南部の松代地区にある松原遺跡は、

ムラ の周り に防御用の大き な溝を巡ら せた環

濠集落であり 、 覇権をめぐ っ て抗争があっ た

こ と を示し ている。

　 本市の弥生後期を特色づける土器は、 出土

地の箱清水にちなみ箱清水式土器と 呼ばれて

いる。 こ れは、 壺、 鉢、 高坏型土器の表面を

ベンガラ で塗る赤い土器で、 千曲川、 犀川流

域に広く 分布し 、 地域色の強い赤い土器のク

ニと 呼ばれる文化圏を形成し ていたと 考えら

れている。

歴史的環境3

宮崎遺跡出土の耳飾り

松原遺跡出土の磨製石戈
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⑵　 古墳時代～平安時代

ア　 巨大古墳と 積
つ み

石
い し

塚
づ か

古墳

　 古墳時代の前期末頃には、 近畿の大型前方後

円墳と 同じ 造り の大型の前方後円墳が市域でも

築造さ れた。 その代表的な例は、 篠ノ 井の川
せ ん

柳
り ゅ う

将軍塚古墳であり 、 こ の地域を治める王が代々

存在し 、 大和政権と のつながり を示す緩やかな

政治圏が広く 形成さ れていたこ と を示唆し てい

る。

　 古墳時代中期前半になると 、 大型前方後円墳

をつく っ た地域王権から 独立し た中小豪族の古

墳が千曲川流域の各地に造ら れた。 こ れら の特

色は、 血縁関係者に継承さ れる古墳が継続的に

複数造ら れ、 古墳群を形成し たこ と にある。 千

曲川右岸の松代地域には積
つ み

石
い し

塚
づ か

と 合
が っ

掌
し ょ う

形
が た

石
せ き

室
し つ

を

特徴と する総数500基余の大室古墳群がある。

イ 　 シナノ から 信濃国へ

　 大化の改新（ 645年～650年）以降の律令制の下、 天武・ 持統朝に全国を60余の国に分

ける政策によっ て、 シナノ は科野国と し て成立し た。 科野国は、 また、 律令制で定めら

れた五畿七道のう ち東山道に区分さ れ、 越の蝦
え み し

夷に備えるための前線に位置し ていた。

そのため科野国は、 ヤマト 王権にと っ て重要な地と し て、 天武朝には科野への遷都計画

がたてら れ、 天候不順が長く 続いた持統天皇５ 年（ 691）に、 須波神と 水内の神に勅使を

派遣さ せた記録が残さ れている。

　 東山道は、 畿内から 陸奥国に至る東山道の諸国国府を結ぶ政治的、 軍事的な道の呼称

であると と も に、 当時の行政区画のひと つでも あっ た。 市内には北陸道へつながる東山

道の支道が確認さ れているが、 こ れも 当時朝廷と 対立し ていた蝦
え み し

夷対策の道と も 指摘さ

れている。

　 その後、 和銅６ 年（ 713）に出さ れた諸国の国名を 縁起の良い二文字に改めさ せる令に

よ り 、 国名が信濃へと 変更さ れた。 国の下には郡が置かれ、 信濃には10の郡が置かれ

た。 そのう ち北信濃には水内郡、 埴科郡、 更級郡、 高井郡の４ 郡が置かれた。 律令制以

前、 国造と し てシナノ 国を治めていたシナノ 国造は、 律令制下では金刺舎人や他田舎人

と 名乗り 、 郡司層と し て在地支配を担っ た。

川
せ ん

柳
り ゅ う

将軍塚古墳出土の装飾品

大室168号墳（ 合
が っ

掌
し ょ う

形
が た

石
せ き

室
し つ

）
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ウ　 中世への胎動

　 ８ 世紀から ９ 世紀には、 天候不順や自然

災害が多く 記録さ れるよう になり 、 近年の

発掘調査でも その痕跡が確認さ れている。

こ の時期は、 相続く 災害により 古代の水田

が荒廃し 、 人々も 逃散するなど律令制下の

既存の権力が揺ら ぐ 一方で、 その混乱の中

で富を蓄積し た有力者が現れた時期である。

　 こ の頃、 長野盆地で進めら れた条里水田

の再開発などは、 台頭し てきた富裕者層や郡司を国衙が組織し て進めた事業であっ たと

考えら れる。 篠ノ 井東福寺、 川中島御厨の南宮遺跡は、 当時勢力を持ちつつあっ た有力

者を中心と する集落であっ た。

　 11世紀頃になる と 全国的に摂関家藤原氏へ開発し た土地を 寄進し、 その土地の支配

権を認めても ら う 寄進地系荘園が増加し 、 市内にも 、 千
せ ん

田
だ の

荘
し ょ う

、 英
あ が

多
た の

荘
し ょ う

、 芋
い も

河
がわの

荘
し ょ う

、 太
お お

田
た の

荘
し ょ う

などが成立し た。

エ　 古代の長野盆地の寺社

　 若穂保科の清水寺、 稲葉の観音寺、 安茂

里の正覚院、 稲葉の地蔵院、 千曲市の観龍

寺、 智識寺などには、 平安時代の観音像が

残さ れている。 こ れら は、 当時、 市内に存

在し ていた荘園と のつながり によるも のと

想定さ れ、 長野盆地でも 全国的な観音信仰

の広がり と と も に霊場が形成さ れたこ と が

う かがえる。

　 こ れら は当時市域に存在し ていた荘園の

開発に伴い、 その中心をなし た人々によっ

て勧進さ れたも のと 想定さ れ、 全国的な観

音信仰の広がり の中で長野盆地においても

その影響を 受けたこ と がう かがえ る。 10

世紀後半以降は末法思想の影響で豊野町の

鷲
わ し

寺
で ら

や篠ノ 井の長
は

谷
せ

寺
で ら

などで経塚が作ら れるなど、 北信濃一帯に観音信仰や末法思想が

広がっ ていっ た。

　 本市の代表的な寺社である 善光寺と 戸隠神社（ 明治元年（ 1868）まで戸
と

隠
がく し

山
さ ん

顕
け ん

光
こ う

寺
じ

）の

平安時代集落の南宮遺跡調査

（ 平成３ 年（ 1991））

北信濃の古代観音像・ 経塚及び寺社分布図

（ 長野市立博物館2003から ）
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名が文献に現れる よ う になる のは、 平安時代に入っ てから である。 善光寺は、 10世紀

に成立し た『 僧
そ う

妙
みょ う

達
た つ

蘇
そ

生
せ い

注
ちゅ う

記
き

』が初出と さ れる。 戸隠山は、 平安初期に山岳密教の霊山と

し て注目さ れ、 文献では11世紀初め、 歌人の能因法師がまと めた『 能
の う

因
い ん

歌
う た

枕
まく ら

』に信濃の

歌枕の一つと し て「 と がく し 」があげら れており 、 こ の頃から 、 その存在が中央にも 認知

さ れていたこ と がわかる。

オ　 横田河原の戦い

　 平安時代末頃には、 荘園の荘官の中から 武力によっ て勢力を伸ばす者が現れ、 互いの

勢力の伸長を 巡っ て戦さ が繰り 広げら れる よ う になっ ていっ た。 そう し た時代にあっ

て、 武力で藤原氏に代わっ たのが平氏であっ た。

　 信濃国も 平家方の武士が有力で あっ たが、 治承４ 年（ 1180）９ 月、 平家追討のため

に、 木曽義仲が挙兵し 、 京を 目指し て北上し た。 義仲は挙兵後、 すぐ に市原合戦（ 善光

寺合戦）で平家方の笠原頼直を討ち、 翌年の養和元年（ 1181）６ 月に越後の城助茂（ 長茂）

を篠ノ 井横田の地で破っ た（ 横田河原の戦い）。

⑶　 鎌倉時代～戦国時代

ア　 善光寺門前町の成立と 発展

　 善光寺は、 治承３ 年（ 1179）に焼失し たが、 源平合戦に勝利し た源頼朝の命によ っ て

12年後の建久２ 年（ 1191）に再建さ れた。 鎌倉幕府の主導による 善光寺再建は、 有力御

家人を檀那と し た新善光寺の建立や善光寺仏の模造の流行を呼び、 鎌倉時代後期になる

と 善光寺信仰は全国各地へ広がっ た。

　 それに伴い、 善光寺への参詣路も 整備さ れ、 鎌倉時代後半に成立し 、 時宗の教えを広

めた『 一
い っ

遍
ぺ ん

聖
ひじ り

絵
え

』（ 正安元年（ 1299））に、 三国伝来の如来信仰の聖地と し て当時の善光寺

や門前の賑わいをみるこ と ができ る。

　 こ の時代に善光寺に参詣し たこ と が記録から わかる人物には、 源頼朝をはじ めと し て

一遍、 久我雅忠の娘二条、 他阿真教などがおり 、 伝承と し て、 親鸞の名も 伝えら れてい

る。

イ 　 戦乱の時代

　 鎌倉幕府が滅亡すると 、 北条高時の遺児、 北条時行が諏訪氏を頼っ て挙兵し 、 八幡河

原、 篠井河原、 四宮河原で信濃守護小笠原貞宗方と 戦っ た（ 中先代の乱）。

　 室町時代になると 、 信濃国守護に任じ ら れた小笠原長秀に在地の国人領主が反発し 、

応永７ 年（ 1400）には、 信濃国に入国し た小笠原長秀に対し て東北信地方の国人領主た
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ちが一揆を結んで反抗し 、 篠ノ 井塩崎・ 二ツ柳周辺を戦場に長秀軍を敗退さ せる大塔合

戦が起こ っ ている。

　 戦国時代になる と 、 北信濃は領地争奪の場と なっ た。 特に、 武田と 上杉によ る 川中

島の合戦は、 北信濃一帯で複数回にわたっ て戦いが繰り 広げら れたと さ れる。 こ の合

戦によ り 、 善光寺の本尊や仏具そし て衆徒までも が、 武田・ 上杉両軍によ っ て持ち 去

ら れ、 門前町が衰退する などこ の地に大き な影響を 及ぼし た。 善光寺如来は、 弘治元

年（ 1555）に武田方によっ て善光寺から 移さ れ、 以来慶長３ 年（ 1598）に豊臣秀吉の命に

よ っ て京都方広寺から 善光寺に戻さ れる までの約40数年間、 そのと き どき の権力者の

意向によっ て各地への流転を余儀なく さ れた。

　 なお、 川中島の合戦の際、 武田方の拠点と し て松代に造ら れた海津城、 のちの松代城

は、 江戸時代に入ると 川中島四郡（ 高井郡、 水内郡、 更級郡、 埴科郡）を治める信濃国最

大の領国の中核と し て発展し ていっ た。

⑷　 江戸時代

ア　 交通運輸

　 江戸時代になる と 主要五街道に次

ぐ 脇街道と し て、 北国街道が整備さ

れた。 北国街道は、 追分宿（ 軽井沢

町）で 中山道から 分岐し 、 矢代宿（ 千

曲市）を 過ぎて二つに分かれる。 一つ

は、 丹波島宿から 善光寺宿を 経て 牟

礼宿（ 飯綱町）に至る ルート で、 も う

一つは、 松代城下町を 通り 、 福島宿

（ 須坂市）から 長沼宿を 経て 牟礼宿に

向かう ルート であっ た。 長沼城と 松代城を結ぶ後者は、 戦国時代から 江戸時代初期まで

における主要ルート であっ たが、 次第に善光寺町を通るルート が主と なっ ていき 、 松代

道は、 犀川の洪水による舟留めの際の迂回路と し て利用さ れるよう になっ た。

　 北国街道の発展は、 それに接続する大笹街道や三原道、 峰街道と いっ た脇往還の発展

も 促し た。 また、 江戸時代後半には、 千曲川や犀川で舟運が開通し 、 陸上交通と と も に

江戸時代の物流の一翼を担っ た。

　 一方、 江戸時代に山中と 呼ばれた市西部の中山間地域は、 麻や和紙などの産地であっ

たため、 流通の拠点と し て、 慶長12年（ 1607）に新町（ 長野市信州新町）に九
く

斎
さ い

市
い ち

が、 天

和３ 年（ 1633）には鬼無里に六
ろ く

斎
さ い

市
い ち

の開設が許可さ れ、 物産が集積し て流通の要所と し

江戸時代の北信濃の街道
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て栄えた。

　 新町は、 松本と 善光寺を結ぶ主要地と なり 、 犀川に架かる久米路橋は、 松本藩領へと

続く 主要な道と し て口留番所が置かれた。 幕末には、 松代から 新町までの間の犀川通船

が開設さ れて物流の大動脈と なっ た。

　 鬼無里は、 松代、 戸隠、 高府、 安曇野に通じ る 道の分岐点にあっ たこ と から 市が立

ち、 こ こ で主に麻、 楮
こ う ぞ

、 和紙が取り 扱われた。 白馬から 善光寺へ向かう 道沿いに建つ鬼

無里土倉の文殊堂の内陣には、 幕末から 明治にかけて、 こ の道を行き交っ た人々の落書

き が残り 、 往時の賑わいの一端をう かがう こ と ができる。

イ 　 真田十万石の城下町松代

　 江戸時代の市域は、 松代藩領が大半を占め、 そこ に善光寺や戸隠山と いっ た寺社領、

幕府領、 飯山藩領、 須坂藩領、 上田藩領、 塩崎知行所などが所在し た。

　 信濃国の中で最も 規模が大き かっ た松代藩の政庁である 松代城は、 川中島の戦いの

際、 武田信玄が築いた海津城がそのはじ まり と さ れる。 その後、 領主の移り 変わり と と

も に、 城将、 城代などが入れ替わり 、 それに伴い城下町も 整備さ れ、 松代城は、 北信濃

支配の拠点と し て重要な役割を担う よう になっ ていっ た。

　 元和８ 年（ 1622）に真田信之が、 上田から 松代へ移封さ れ、 松代藩真田家の初代藩主

と なると 、 既に形作ら れつつあっ た松代城下町に上田から 真田家ゆかり の寺社を移し て

城下に組み込み、 町を 再編成し ていっ た。 以降、 真田家は、 明治の廃藩まで10代、 約

250年にわたり 松代藩主をつと めた。

　 真田家は、 代々学芸を好み、 領民を感化し た。 そう し た気風によっ て、 松代から 幕末

明治初期、 時代をリ ード し た佐久間象山や長谷川昭道ら 多才な人物が輩出さ れた。

ウ　 善光寺の再建と 善光寺町の繁栄

　 川中島の合戦で善光寺如来が持ち去ら れてから 、 善光寺の門前町も 衰退し た。 再び善

光寺に善光寺如来が戻さ れたのは、 40余年後の慶長３ 年（ 1598）である。 その後、 江戸

幕府開府に伴い、 徳川家康から 寺領千石の寄進を受け、 次第に復興を遂げたも のの、 幾

度か本堂が火災で焼失するなどの災難が重なっ た。

　 こ のよ う な中で、 元禄５ 年（ 1692）に本格的な本堂再建計画が始まり 、 資金を 調達す

るため三都で出開帳を催し た。 工事に際し ては、 本堂が類焼し ないよう に門前町から 北

へ移すこ と と し 、 新敷地を 造成し たが、 元禄13年（ 1700）に町家から 類焼し 、 建築中の

本堂も 集積し た用材と と も に灰
か い

燼
じ ん

に帰し た。

　 こ れを受けて江戸幕府は再建を援助するために、 善光寺に前立本尊が全国を回る回国

開帳を 許可し 、 松代藩に造営奉行を 用命し た。 ５ 年に及ぶ出開帳は成功し て宝永４ 年
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（ 1707）に 本堂が落成し 、 ま

た、 善光寺の信仰を全国に広

めるこ と にも なっ た。

　 回国開帳を契機に参詣者が

増大すると 、 信濃へ入る道は

全て善光寺道と 呼ばれ、 路傍

には善光寺を指し 示す道標が

建てら れた。 善光寺の各院坊

では信者を宿泊さ せ、 世話を

すると と も に、 全国各地に善

光寺講が組織さ れて門前は全

国から 来訪する参詣客を迎えるこ と で繁栄し た。

　 全国を巡る回国開帳はこ れを契機と し て、 延享４ 年（ 1747） ～寛延元年（ 1748）、 安永

９ 年（ 1780）～天明２ 年（ 1782）、 寛政６ 年（ 1794）～寛政10年（ 1798）の４ 回行われ、 こ れ

ら の出開帳で得ら れた資金を基に境内の整備が進めら れた。

エ　 戸隠神社と 戸隠信仰

　 嘉祥２ 年（ 849）に学問行者によっ て開山さ れたと さ れる顕光寺（ 現在の戸隠神社）は、

本院、 中院、 宝光院から なる天台宗の寺院で、 江戸時代以前から 多く の修験僧が修行に

訪れる山岳信仰の聖地と し て栄えた。 江戸時代に入ると 戸隠の地主神と さ れていた九頭

龍権現が、 農業神と し て庶民の信仰を集め、 各院の宿坊では各地に代参講を組織し 、 参

詣者を迎えて善光寺と 同様に信者を宿泊さ せた。 また、 戸隠の御師が各地にある得意先

の代参講に出向いて戸隠信仰を広めていっ た。

　 明治時代に入る と 廃仏毀釈によ っ て天台宗の僧は、 還俗し て神職と なり 、 現在の奥

社、 中社、 宝光社、 九頭龍社、 火之御子社の五社から なる神社組織に変わっ ていっ た。

オ　 善光寺地震

　 江戸時代末の弘化４ 年（ 1847）３ 月に

北信濃を 襲っ たマグニチュ ード 7.4と 推

定さ れる地震は、 甚大な被害をも たら し

た。 こ のと き 善光寺で は、 御開帳が行

われており 、 全国から 多数の参詣客が集

まっ ていた。 参詣客も 、 地震によっ て倒

壊する家屋の下敷き や各所で発生し た火

善光寺宿

（『 善光寺道名所図会』（ 嘉永２ 年（ 1849））

「 地震瓦版　 信濃国大地震之事」（ 長野市立博物館所蔵）
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災に巻き 込まれ、 数千人の犠牲者が出たと さ れている。 また、 こ の地震によ り 信更村

涌池にあっ た虚空蔵山が崩れて犀川を 堰き 止めて巨大なダム湖を 作っ た。 こ のダム湖

は、 地震発生から 20日後に決壊し 、 川中島平一帯の人家を 押し 流す大洪水を ひき 起こ

し た。 洪水による犠牲者供養の石碑や洪水の痕跡を今も 見るこ と ができ 、 災害の規模の

大き さ を物語っ ている。

⑸　 明治時代～昭和20年（ 1945）

ア　 長野の近代化

　 明治４ 年（ 1871）６ 月、 中野県庁を 善光寺

町に移し て長野県と 改称する太政官布告が発

せら れ、 ７ 月に仮庁舎で執務を開始し た。 同

月、 廃藩置県によっ て松代藩は松代県と なる

が、 11月に東北信６ 郡の７ 県すべて が長野

県に編入さ れた。 その後、 明治９ 年（ 1876）

には筑摩県を廃し 、 中南信４ 郡を合併し て旧

信濃国10郡すべてが長野県と なっ た。

　 善光寺が所在する長野村は、 県都と し て市

街の近代化が急速に進めら れた。 明治７ 年

（ 1874）に長野町と なり 、 明治22年（ 1889）の

町村制施行で周辺３ 町１ 村を 合併し 、 明治30年（ 1897）には県下最初の市制を 施行し て

長野市と なっ た。

　 明治21年（ 1888）に鉄道が開通する と 、 それまでの貨物輸送量が急速に増加し 、 商品

流通が活発と なり 、 商工業が発展し て近代的市街地が形成さ れた。 大規模敷地を 要す

る 官庁や文教施設が市街地縁辺部に設置さ れ、 市街地と の連絡道路が建設さ れる こ と

で、 新し い町が生まれて市街地が拡大し ていっ た。 大正12年（ 1923）には、 三輪村、 芹

田村、 吉田町、 古牧村を編入合併し て市域がさ ら に広がっ た。

イ 　 製糸業の隆盛と 衰退

　 江戸時代には商品作物と し て飼われていた蚕であっ たが、 近代に入っ て日本の生糸が

海外で好評を 博すと 、 国も 富国策と し て繊維産業の発展に力を 入れる よ う になっ たた

め、 市内でも 蚕を飼う 養蚕農家が急増し た。

　 そのよ う な社会状況の中、 明治７ 年（ 1874）には旧松代藩士大里忠一郎ら 数名が、 松

代町西条に国内初の民間資本による器械製糸場を 設立し た（ 西条村製糸場、 のちに六工

長野駅開業時の長野停車場（ 左側の平屋）

（ 扇屋引札の一部 /長野市立博物館 /明治時代中期）
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社と 改称）。 六工社には、 官営の富岡製糸場で工女と し て働き 、 蒸気器械製糸技術を 学

んだ和田（ 横田）英ら の十数名も 技術指導者と し て参画し た。

　 昭和２ 年（ 1927）、 ニュ ーヨ ーク のウォ ール街に端を 発し た世界恐慌の波は日本へも

及び、 昭和５ 年（ 1930）に主要輸出品だっ た生糸関連の価格が大暴落する 昭和恐慌が始

まっ た。 ほと んどの農家が養蚕を行い、 製糸工場で働いていた女工も 多かっ た市内への

影響は甚大であっ た。 こ れに対し 、 市では失業救済事業と し て、 大峰山麓の展望道路、

市営球場、 市営プールの修理増設などを行う などの対策を講じ た。

　 昭和７ 年（ 1932）に円相場が下落し 、 円安と なる と 、 日本は輸出を 急増さ せたため紡

績業などの景気が急速に回復し たが、 製糸工場は景気回復の波に乗り おく れ、 少し ずつ

衰退し ていっ た。

ウ　 太平洋戦争下の長野

　 昭和16年（ 1941）の真珠湾攻撃に始まる 太平洋戦争は、 年を 追う ごと に日本側の劣勢

と なっ ていっ た。

　 敗色が濃厚になる 昭和19年（ 1944）になる と 、 陸軍を 中心に天皇と 直属の最高作戦指

導機関の大本営を 東京から 長野へ移す計画が立てら れ、 同年10月に松代の象山、 舞鶴

山、 皆神山に巨大な地下壕を 設ける 移転工事が始まっ た。 翌年８ 月15日、 日本の降伏

によっ て戦争が終結し たため、 工事は中止さ れたが、 本体の８ 割ほどは完成し ていた。

工事の主要な労働力は勤労動員、 学徒動員、 朝鮮労働者が担っ たと さ れている。

　 昭和20年（ 1945）、 ア メ リ

カ 軍による本土爆撃も 各地で

激し さ が増し て おり 、 本市

で は終戦日２ 日前の８ 月13

日の午前６ 時50分頃から 午

後３ 時50分頃ま で ６ 回に わ

たっ て機銃掃射や爆撃があっ

た。 こ の空襲で は長野飛行

場、 国鉄長野駅機関区などの

軍事、 公共施設のほか長野飛

行場の近く にあっ た大豆島国

民学校も 攻撃の対象と な っ

た。 こ のと きの空襲による死

者は47人と さ れている。
松代大本営関係施設

（『 松代大本営 歴史の証言』（ 平成９ 年（ 1997）） から ）

32



第
１
章

　
　
長
野
市
の
歴
史
的
風
致
形
成
の
背
景

⑹　 昭和20年（ 1945）～現在

ア　 戦後の暮ら し

　 太平洋戦争の間に生活基盤は壊滅的な打撃を受け、 食料品をはじ め日常物資が不足し

たため、 激し い物価高騰が起き て市民生活は大き な影響を 受けた。 こ のこ ろ、 本市で

は、 食料以外に衣類など生活物資40品目ほどが配給対象と なっ ていた。

　 昭和28年（ 1953）の町村合併促進法により 、 昭和29年（ 1954）に周辺の10村と 合併し 、

その後、 昭和41年（ 1966）に篠ノ 井市、 松代町、 川中島町、 若穂町、 更北町、 信更村、

七二会村と 合併し 、 市域が拡大し た。

　 工業については、 昭和29年（ 1954）に長野市工業振興条例を 施行し 、 工業に育成と 工

場誘致がなさ れるよう になっ た。 高度成長期には、 市域の拡大も あり 、 さ ら に工業が発

展し ていっ た。

イ 　 自然災害

　 昭和40年（ 1965）から 松代で 微小の地震が日に何度も 起き る 群発地震が発生し、 昭

和44年（ 1969）に終息する まで地震総回数は64万8,000回を 数えた。 昭和60年（ 1985）に

は、 地附山の南東斜面で大規模な地すべり が発生し 、 26人の犠牲者と 多く の住宅被害

を出し た。

　 台風による犀川や千曲川の氾濫、 堤防決壊は戦後何度も 起こ り 、 そのたびに農地や家

屋が被害に遭っ た。 特に、 令和元年（ 2019）には長沼地区や豊野地区を 中心にかつて例

を見ないほどの多く の被害が発生し た。 住民の努力と 多く のボラ ンティ アの尽力で復旧

が進んでいる。

文化財レ スキュ ーの活動の様子
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　 なお、 流失し た歴史資料等は、 長野市立博物館の文化財レスキュ ー活動によっ て多く

が修復し たが、 現在も 修復活動が継続さ れている。

ウ　 高速道路と 新幹線の開通

　 昭和40年代から の自動車の普及に伴い、 全国各地で自動車道の建設が行われる よ う

になっ た。 本市では、 昭和48年（ 1973）に決定し た岡谷市から 長野市間の自動車道整備

計画により 、 平成５ 年（ 1993）に長野自動車道と 上信越自動車道が開通し た。

　 新幹線は、 昭和47年（ 1972）に北陸新幹線の基本計画が決定さ れていたが、 平成３ 年

（ 1991）に冬季オリ ンピ ッ ク が平成10年（ 1998）に開催さ れる こ と が決まっ たこ と が後押

し と なり 、 平成９ 年（ 1997）に長野と 東京の間を 結ぶ長野新幹線が開業し た。 長野新幹

線は、 平成27年（ 2015）に金沢まで延伸し 、 名称が北陸新幹線に改めら れ、 北陸方面か

ら 本市への交通アク セスが向上し た。

本市へのアク セス
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エ　 冬季オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク の開催

　 平成10年（ 1998）のオリ ン ピ ッ ク 冬季競技大会・ パラ リ ン ピ ッ ク 冬季競技大会は、 本

市を中心に５ 市町村（ パラ リ ンピッ ク は４ 市町村）が会場と なっ た。 本市ではオリ ンピッ

ク ・ パラ リ ンピッ ク の開催により 競技施設が充実すると と も に、 各国から 来る人々と の

交流も 盛んになっ た。 特に、 各国の選手と 市内の小中学校が交流する一校一国運動は、

後のオリ ンピッ ク 開催国に引き 継がれて大き なレガシーと なっ た。

　 こ のよう な国際的なイ ベント 開催を経た本市では、 現在、 国際会議観光都市と し て、

様々なコ ンベンショ ンが誘致さ れ、 開催さ れている。  

表彰式会場のセン ト ラ ルスク ゥ エアは、 公園と し て利用さ れている 。
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⑺　 長野市の歴史に関わる主な人物

真
さ な

田
だ

信
の ぶ

之
ゆ き

　 永禄９ 年（ 1566）～万治元年（ 1658）　 武士・ 松代藩初代藩主

　 真田昌幸の長男と し て永禄９ 年（ 1566）に生ま れた。 父

と 共に上信両国に出陣し 、 真田の武功を誇っ た。 慶長５ 年

（ 1600）の関ヶ 原の戦いにおいて、 父昌幸、 弟信繁（ 幸村）

と 袂を 分けて、 徳川方につき 、 家名を 残すこ と に成功し

た。 以後、 慶長５ 年に上田城主、 元和８ 年（ 1622）に松代

城主と なり 、 真田十万石の基礎を築いた。

　 墓は、 松代町松代の長国寺と 隠居所であっ た松代町柴の

大鋒寺にあり 、 松代藩の藩祖と し て、 松代町西条の白鳥神

社に武靖大明神と し て祀ら れている。

塚
つ か

田
だ

大
た い

峯
ほ う

　 延享２ 年（ 1745）～天保３ 年（ 1832）　 医師・ 儒学者

　 善光寺桜小路（ 現在の長野市大字長野桜枝町）の医者

で、 室鳩巣の門人でも あっ た塚田善助（ 旭嶺）の子。 母千

賀子は、 松代藩士矢島氏の娘。 名は虎、 字は叔
し ゅ く

貔
ひ

、 通称

は多門。 はじ め父について学び、 16歳で江戸に出て苦

学し 、 漢学塾を開く 。

　 寛政２ 年（ 1790）の寛政異学の禁のと き 、 こ れに反対

し 、 市川鶴鳴、 山本北山、 亀田鵬斎、 泉豊洲と と も に五

鬼と 称さ れる。 文化８ 年（ 1811）、 尾張藩儒、 のち 藩校

明倫堂の督学と なり 、 88歳で没するまで教壇に立っ た。

長兄の明は松代藩士の家を継ぎ、 次兄道有は医者と し て小林一茶の『 父の終焉日記』（ 文

化３ 年（ 1806）～文化４ 年（ 1807）頃の作品と みら れる）にも 名が見える。 末弟の慈延は、

比叡山の僧と なり 、 隠居後京都に住んで歌人と し て名をなし 、 澄月、 小沢蘆庵、 伴蒿蹊

と と も に、 平安和歌四天王と 称さ れた。
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茂
も

呂
ろ

何
な に

丸
ま る

　 宝暦11年（ 1761）～天保８ 年（ 1837）　 俳人・ 俳学者

　 吉田村北本町（ 現在の長野市吉田３ 丁目）に小沢治郎右衛

門の長男と し て生まれ、 青年時代は書画を愛し 、 江戸、 京

都、 大坂を往来し 、 古書画の売買を業と し ていた。 寛政４

年（ 1792）に俳諧の仲間入り を し 、 享和２ 年（ 1802）に重病

を患い、 剃髪し て何丸と 名を改める。

　 文政２ 年（ 1819）に江戸に出て蔵前の札差中村抱義の知

遇を 受け、 俳諧宗匠と し て立つ。 松尾芭蕉の研究で知ら

れ、 芭蕉七部集注釈事業に取り 組み、『 七部集大鏡』や『 芭

蕉翁句解参考』を 著し ている。 文政７ 年（ 1824）、 京都二条家から 俳諧奉行職御代官に任

じ ら れている。 名は一元、 通称治郎右衛門、 別号に古連、 漁村、 月院社がある。

峯
み ね

村
む ら

白
は く

斎
さ い

　 安永元年（ 1772）～嘉永４ 年（ 1851）　 俳人

　 水内郡石村（ 現在の長野市豊野町石）の豪農峯村藤兵衛の長男と し て生まれ、 幼名は清

蔵、 後に仙蔵と いっ た。 早く から 俳諧に親し み、 善光寺町の戸谷猿左に学び、 茂呂何

丸、 小林一茶ら と 交遊し た。 また石村長秀院の発明和尚に漢学を学び、 南画にも 長けて

いた。『 俳句手帳』、『 花の俤』などの発句集があり 、 俳文集と し て『 四景楼之辞』などがあ

る。 別号は、 古扇、 古仙、 古僊、 寒岳園。 後に白斎と 称し た。 寺子屋寒岳園を営み、 こ

れを庵号と し た。

『 俳句手帳』（ 長野市立博物館所蔵）
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鎌
か ん

原
ば ら

桐
ど う

山
ざ ん

　 安永３ 年（ 1774）～嘉永５ 年（ 1852）　 朱子学者・ 故実家

　 松代藩の家老鎌原重義の三男と し て生まれた。 名は重賢、

のち８ 代真田幸貫から 一字を賜り 貫忠、 号を子恕と 改める。

　 桐山は、 岡野石城、 佐藤一斎に儒学を学び、 長国寺住職の

千丈実巌に詩文を学んだ。 射術、 馬術、 卜伝流槍術、 長沼流

兵学、 小笠原流礼法、 点茶など諸芸を極めた。 門人に山寺常

山、 佐久間象山、 長谷川昭道ら があっ た。 詩作、 文章も たし

なみ、 その蔵書は１ 万冊にのぼっ たと さ れる 。 著作に『 朝陽

館漫筆』 150巻余、『 隠居放言』 14巻、『 大東鈴家智嚢』などがある。 没後門人等によ っ

て松代町東条に碑が建てら れ、 碑文は佐藤一斎が記し ている。

真
さ な

田
だ

幸
ゆ き

貫
つ ら

　 寛政３ 年（ 1791）～嘉永５ 年（ 1852）　 武士・ 松代藩８ 代藩主

　 信濃守。 号は遂翁、 一誠斎。 陸奥白河藩主松平定信の二男

で、 真田幸専の養子と なり 、 文政６ 年（ 1823）家督を 継ぎ、

10万石を 領する。 藩政改革を 実施し 、 特に富国強兵策を 採

用し 、 藩士佐久間象山を抜擢し て、 洋学や西洋砲術の研究、

洋式大砲、 鉄砲の鋳造、 殖産興業などを推進し た。

　 天保12年（ 1841）、 幕府老中に登用さ れ、 海防掛と し て、

諸侯に海岸防御のために大砲を鋳造するこ と などを命じ る。

弘化４ 年（ 1847）の善光寺大地震では、 幕府より １ 万両を 拝借し た。 嘉永５ 年（ 1852）、

藩校文武学校の建築準備に着手後、 62歳で没し た。

寺
て ら

島
し ま

宗
そ う

伴
は ん

　 寛政６ 年（ 1794）～明治17年（ 1884）　 和算家

　 上水内郡鬼無里村（ 現長野市鬼無里）に生まれ、 はじ め宮

城流和算の叔父寺島半右衛門陳玄について学び、 文化13

年（ 1816）に免状を 得る。 その後、 松代藩士町田源左衛門

正記について最上流和算を 学び、 文政10年（ 1827）に免状

を取得。 鬼無里を中心に信濃を遊歴し 、 門弟衆には信濃か

ら 越後にかけて1,100人を超える門弟の名が記さ れている。

　 和算以外にも 家相、 規矩術、 そろ ばん、 折形、 挿花も 教

授し た。 鬼無里の松巌寺に奉納算額が残さ れている 。『 算

法続浅問答』、『 算法隔日記全二十巻』などがある。 通称は

数右衛門、 号は北明。
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岩
い わ

下
し た

貞
さ だ

融
あ き

　 享和元年（ 1801）～慶応３ 年（ 1867）　 国学者

　 善光寺大門町（ 現在の長野市大字長野大門町）の素封家岩下

貞諒の長男と し て生ま れる。 文政２ 年（ 1819）、 名古屋へ行

き 、 塚田大峯に師事する。 また、 京都で頼山陽に詩文を、 江

戸で清水浜臣に国学を修め、 和漢の学に通じ 、 詩歌、 書画に

長けていた。 善光寺大勧進別当に仕える 寺侍で 、 和歌、 詩

文、 国学関係の出版物のほか善光寺についての初の研究書

『 善光寺史略』、『 善光寺別当伝略』などを著し た。 雅楽を奏す

る楽人でも あっ た。 近世善光寺町を代表する学者で、 本姓は

滋野、 通称は多門、 号は桜園、 菅山。 名は「 さ だみち」と も 言

う 。

青
あ お

木
き

雪
せ っ

卿
け い

　 文化元年（ 1804）～明治34年（ 1901）　 武士・ 絵師

　 現在の長野市松代町岩野に生まれる。 通称を八重八、 号を雪卿と し た。 川中島の更級

雄斎に絵を学んだと さ れる。 松代城の障壁画を描き 、 多く の肖像画を描いたと 伝えら れ

ている。

　 弘化４ 年（ 1847）に起こ っ た善光寺地震後の被災地を ８ 代藩主真田幸貫の巡行どおり

に描いた『 感応公丁未震災後封内巡視図』は、 被災地を 写実的に描いた彼の代表作であ

り 、 災害史の重要な記録である。 パノ ラ マ写真のよう な眺望図や実景を尊重する極めて

写実的な描写に写真の影響を想像さ せるよう な表現が見ら れる。

『 感応公丁未震災後封内巡視図』

（ 広瀬村百舌鳥原）

旧居跡にある 顕彰碑
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山
や ま

寺
で ら

常
じ ょ う

山
さ ん

　 文化４ 年（ 1807）～明治11年（ 1878）　 武士・ 儒学者

　 通称は源太夫、 号を 常山と いっ た。 松代藩160石取り の

武士の家に生まれ、 藩の監察、 普請奉行を経て、 江戸で兵

学、 経学などを学び、 佐藤一斎や中村敬宇ら と 親交を深め

た。 ８ 代藩主真田幸貫が老中と なる と 、 藩士に兵学を 講

じ 、 ９ 代幸教の代には側役頭取を兼ねた。 また、 寺社奉行

や郡奉行を勤めた。

　 明治維新後は、 明治政府の招き を 固辞し て松代に留ま

り 、 晩年は長野に塾を開いて門人の教育にあたっ た。 屋敷

地は山寺常山邸と し て松代町竹山町に現存し 、 庭園が登録

記念物（ 名勝地）に登録さ れている。

佐
さ

久
く

間
ま

象
し ょ う

山
ざ ん

　 文化８ 年（ 1811）～元治元年（ 1864）　 武士・ 儒学者・ 兵学者

　 松代藩の下士佐久間家の長男と し て、 埴科郡松代町浦町

（ 現在の長野市松代町松代）に生ま れる。 通称は修理、 号

を 象山、 子明。 儒学を 学び、 朱子学を 信奉する。 天保４

年（ 1833）、 江戸に出て佐藤一斎に学び、 その頃、 渡辺崋

山、 坪井信道、 藤田東湖ら と 交わり 、 親交を深めた。

　 アヘン戦争（ 天保10年（ 1839） ～天保13年（ 1842））の衝撃

を 受けて対外的危機感に目覚め、 天保13年（ 1842）、 ８ 代

藩主真田幸貫が老中海防掛と なると 海外の事情を積極的に

学んだ。 弘化元年（ 1844）、 黒川良安と 蘭学、 漢学の交換

教授を行い、 その後オラ ンダ語の百科事典などによっ て新

し い知識を 身につけて様々な科学実験を 行っ た。 天保13年（ 1842）、 江川英龍に入門し

て西洋砲術を 学び、 嘉永３ 年（ 1850）、 江戸深川で西洋砲術の塾を 開いた。 弟子に勝海

舟、 坂本龍馬、 吉田松陰などがいる。

　 安政元年（ 1854）、 吉田松陰のアメ リ カ 密航未遂事件に連座し、 松代に蟄居を 命じ ら

れる。 元治元年（ 1864）、 幕府の命を 受け、 海陸御備向手付御雇と し て京都に上る が、

７ 月11日三条木屋町で尊攘派によ っ て暗殺さ れる。 享年54歳であっ た。 名の象山の呼

称は、 一般的に「 し ょ う ざん」、 出身地である松代地区などでは「 ぞう ざん」と 呼ばれてい

る。
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長
は

谷
せ

川
が わ

昭
あ き

道
み ち

　 文化12年（ 1815）～明治30年（ 1897）　 武士・ 皇道学者

　 通称を 深美と いい、 号を 戸隠舎と いっ た。 藩の竹内錫

命、 鎌原桐山、 山寺常山ら に漢学や兵学を学び、 江戸で佐

藤一斎に師事し た。 郡奉行兼勝手元締役などを務めた。 一

貫し て尊皇攘夷を唱え、 佐久間象山ら の派閥と 対立し た。

慶応元年（ 1865）京都留守居役と なり 、 明治維新に当たっ

ては、 教道局御用掛と し て大学創立の調査に当たり 太政官

権大史に任ぜら れた。

　 明治３ 年（ 1870）に農民一揆の松代午札騒動が起こ る

と 、 知藩事真田幸民の強い要請で官を辞し 、 松代に帰っ て

騒動の収拾に当たっ た。 大正４ 年（ 1915）正五位を 贈ら れた。 維新期に藩論を 勤皇に統

一し 、 著書に『 皇国述義』、『 神皇正統記譜略』などがあり 、 真田公園に顕彰碑が建てら れ

ている。

北
き た

村
む ら

喜
き

代
よ

松
ま つ

　 天保元年（ 1830）～明治39年（ 1906）　 彫工

　 頚城郡市振村（ 現在の新潟県糸魚川市市振）の宮大工建部家に生まれ、 上水内郡長野村

（ 現在の長野市）の北村家に入婿し た。 喜代松は、 早く から 鬼無里に来て、 屋台の彫刻な

どを 手がけた。 結婚後15年間余り 上水内郡長野町（ 旧長野市）に住み、 47歳の明治９ 年

（ 1876）に故郷の市振村へ移る。

　 喜代松の手による作品は、 長野市内では鬼無里の屋台や神楽彫刻、 戸隠神社宝光社の

拝殿彫刻、 市外では飯山市、 野沢温泉村などの本堂彫刻、 新潟、 富山、 群馬の本殿、 拝

殿など彫刻30余り が残さ れている。

鬼無里神社の屋台

（ 長野市有形文化財（ 工芸品）、 安政４ 年（ 1857））
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大
お お

里
さ と

忠
ち ゅ う

一
い ち

郎
ろ う

　 天保６ 年（ 1835）～明治31年（ 1898）　 製糸家

　 埴科郡西条村（ 現在の長野市松代町西条）の旧家相沢家

に生まれ、 松代藩士大里家の養子と なる。 士族授産のた

め製糸業に着目し 、 官営富岡製糸場を模範と し て明治７

年（ 1874）に日本初の民間蒸気製糸工場（ 西条村製糸場、

後の六工社）を 有志と 共に設立し た。 資金の乏し い中、

研究、 改良を重ねて蒸気汽罐や陶器の繰糸鍋を発明し 、

上質の生糸を生産し て製糸業の発展に努めた。 西条村製

糸場は民間蒸気製糸の工場と し て全国の模範と なっ た。

　 明治11年（ 1878）には長野県御用掛を 命じ ら れ、 県の設立し た製糸場の主務を 努め、

六十三国立銀行を 創設し て支配人兼副頭取と なっ た。 明治21年（ 1888）に松代町に蚕糸

業伝習所を新設し 、 学理的な研究と 一切の実務的技術を習得さ せて、 後進の育成に努め

た。 明治23年（ 1890）には、 六工社の生糸がパリ で開かれた万国博覧会で金牌を 受賞し

た。 その後、 全国各地で講演を 行い、 日本の製糸業の優秀性を 訴え、 その振興を 図っ

た。 また、 六工社の生糸のアメ リ カ への直輸出の道を開く など、 製糸家と し て活躍し た。

和
わ

田
だ

英
え い

　 安政４ 年（ 1857）～昭和４ 年（ 1929）　 工女

　 安政４ 年（ 1857）に、 横田数馬、 亀代の二女と し て松代町

代官町に生ま れた。 明治６ 年（ 1873）に、 松代地域の工女を

引き 連れて16歳で上州官営富岡製糸場に入場し 、 フ ラ ン ス

式繰糸技術を 伝習し て一等工女と なっ た。 明治17年（ 1884）

に、 松代西条村の日本最初の民間蒸気製糸場の西条村製糸場

（ 後の六工社）事業開始と と も に富岡製糸場を退場し 、 教婦と

し て、 その創業に尽力し た。 明治41年（ 1908）から 大正２ 年

（ 1913）にかけて富岡製糸場の生活や六工社創立当時を 追想

し て執筆し た『 富岡日記』は、 当時の新し い女性の生き 方が映し 出さ れた貴重な記録と

なっ ている。 また、 明治44年（ 1911）には『 吾が母の躾』を著し た。

　 生家である横田家は、 敷地と 建物のほぼ全てが現存し 、 松代藩中級武士の生活の様子

をし のぶこ と ができ ると し て、 重要文化財に指定さ れ、 一般公開さ れている。
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百
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助
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　 慶応４ 年（ 1868）～明治44年（ 1911）　 教育者・ 鉱物学者

　 現在の北佐久郡立科町山辺に裕福な農家の三男と し

て生まれる。 明治24年（ 1891）に長野県師範学校を 卒業

後、 県内の小学校で教師、 校長を歴任するかたわら 、 鉱

物標本の採集に努め、 退職後は地質学の普及や図書館設

立運動に取り 組んだ。

　 明治36年（ 1903）、 独力で 収集、 整理し た 標本243点

から なる 長野県地学標本（ 第１ 次） 103組を つく り 、 県

内の学校、 東京帝国大学、 帝国博物館、 震災予防調査

会、 皇室等に献上し た。 また、 地学講習会等を県内各地

で行い、 地質学の普及に取り 組んだ。 明治37年（ 1904）には、 貧困で学ぶこ と のでき な

い人々を 対象と し た保科塾（ 明治39年（ 1906）閉鎖）を 長野市長門町に開く ほか、 明治40

年（ 1907）、 図書館設立を 目的に筆墨の行商を 始め、 県内を 回っ て図書館の必要性を 説

き 、 募金や書籍の寄贈を 訴えた。 自ら の蔵書も 全て寄贈し 、 信濃教育会附属図書館（ 後

の長野県立長野図書館）の設立に尽力し た。

　 自ら 五
ご

無
む

斎
さ い

と 名乗っ たので、 長野県内では保科五
ご

無
む

斎
さ い

で知ら れている。

藤
ふ じ

原
わ ら

善
ぜ ん

九
く

郎
ろ う

　 明治３ 年（ 1870）～大正12年（ 1923）　 煙火師

　 杜
も り

煙
は な び

火の盛んな上水内郡安茂里村（ 現在の長野市安茂里）に生ま

れる。 同村平柴に信濃煙火合資会社を 設立し 、 24歳のと き に北

信地区花火師組合を 発足さ せ、 大正４ 年（ 1915）には長野県煙火

組合を創設し て組合長になる。 組合の事業と し て『 煙火之研究』を

発行し 、 長野県煙火師の仲間の中心、 指導者と し て活躍し た。 こ

の組合に73名の会員が参加し たが、 煙火の需要が多く なく 、 農

業と の兼業をする半農半工が大多数であっ た。 煙火技術の改良に

取り 組み、 初めて打ち上げ煙火に色をつけ、 また、 初めて尺玉の

打ち 上げに成功し た。 明治43年（ 1910）３ 月には、 名古屋で開催

さ れた第10回関西府県連合共進会に２ 尺玉を出品し 、 来場者に喜ばれた。

保科塾のあっ た場所に近い

加茂神社に建つ石碑
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　 明治４ 年（ 1871）～昭和14年（ 1939）　 教員・ 郷土史家

　 明治25年（ 1892）に松代尋常小学校専科教員（ 音楽科）と

なり 、 以来教員と し て50年間勤務し た。 こ の間、 文武学

校校舎の改築には、 文武両道の精神を受け継ぐ 松代の象徴

であり 、 貴重な文化財であるこ と を主張し 、 改築話を中止

さ せた。 松代雅楽は、 ８ 代藩主幸貫の時代から 武家の式楽

と し て松代城下でも 始めら れ、 明治維新後中断し ていた

が、 宮島春松ら と 協力し てこ れを復活さ せた。 また、 江戸

時代の祇園祭の際、 藩や藩主の弥栄を祈っ て松代城大御門

前で踊ら れていた松代大門踊り は、 廃藩後絶えていたが、

開府300年祭（ 大正10年（ 1921））の挙行に際し て助治郎の指導の下、 肴町の青年等により

再開さ れた。

川
か わ

村
む ら

驥
き

山
ざ ん

　 明治15年（ 1882）～昭和44年（ 1969）　 書家

　 静岡県袋井市に漢学者東江の長男と し て生まれる。 幼い頃

から 書と 漢詩を父川村東江や太田竹城、 岡田良一郎に学び、

12歳のこ ろ には、 明治天皇の銀婚式に孝経と 出
す い

師
し の

表
ひょ う

の作品

を献上し 、 天覧の栄を賜る。 幼年から 全国各地の素封家の間

を筆一本を持っ て歩く 、 文人墨客的な生活を送る書家であっ

た。

　 昭和20年（ 1945）の東京大空襲によ り 、 戦禍を 避けて篠ノ

井に疎開するこ と と なり 、 居宅を新築するなどし て信州に永住する決心を固める。 昭和

37年（ 1962）に支援者により 常設展示を目的と する驥山館が開館し た。

　 飄々と し た無欲達観の人で筆に生涯を託し 、 純朴な楷書と 次々と 豹変する狂草で、 漂

泊の魂を 表現し て世俗を 超越し た明治から 昭和期の日本書道界の第一人者と し て活躍

し 、 昭和26年（ 1951）に書道界で初めて日本芸術院賞を 受賞し た 。 本名は川村慎一郎、

酒仙と し ても 知ら れ、 別号に酔仏居士、 酔驥、 長嘯庵主人などがある。
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三
み

沢
さ わ

勝
か つ

衛
え

　 明治18年（ 1885）～昭和12年（ 1937）　 教育者・ 地理学者

　 更級郡三水村（ 現在の長野市信更町三水）に生まれ

る。 検定で教員資格を 取り 、 大正９ 年（ 1920）、 長

野県立諏訪中学校（ 現在の長野県立諏訪清陵高校）教

諭を勤める。 野外調査を中心と し た独自の地理教育

を行う 。 太陽黒点の観測をはじ めと する天文学の研

究に打ち 込み、 総合的で独創的な風土論を 展開し

た。 県下の小中学校で教え、 教え子から は古畑正秋

（ 天文学）、 藤森栄一（ 考古学）、 矢沢大二（ 地理学）、

諏訪彰（ 火山学）、 新田次郎（ 作家）など 多く の文化

人、 学者、 研究者を輩出し ている。 また、 信州の冬

の厳寒と 乾燥を利点視し 、 凍み豆腐、 寒天作り など

の産業振興を 勧めた。 著書に『 風土産業』、『 郷土地

理の観方』、『 新地理教育論』などがある。

青
あ お

木
き

儀
ぎ

作
さ く

　 明治22年（ 1889）～昭和40年（ 1965）　 煙火師

　 上水内郡安茂里村差出（ 現在の長野市安茂里差出）に三男

一女の末子と し て生まれる。 早く から 村社久保寺煙火行事

に参加し て花火と 関わり 、 地元には藤原善九郎経営の煙火

工場も あり 、 煙火に関心を寄せて研究を重ねた。 大正５ 年

（ 1916）には煙火製造業に専念する煙火師と なる。

　 芯入り 花火を 研究し 、 抜芯技法を 創始完成し て、 昭和

３ 年（ 1928）に多重芯割物（ 八重芯菊花火）の製法を 完成さ

せ、 各地で開かれる花火競進会で優勝の成績を重ねて紅屋

青木の盛名は全国にと どろ く に至っ た。 美し い色を出す火薬の粒を星と 呼んでいるが、

色の違っ た薬を二重、 三重に掛け重ねる掛け星は日本独特の変色星で、 青木儀作が工夫

し て完成さ せた。

　 日本の花火を 芸術品にまで昇華さ せた功労者であっ たこ と から 、 昭和34年（ 1959）に

黄綬褒賞を 受章し 、 こ れに伴い昭和36年（ 1961）に日本煙火芸術協会が誕生し て青木が

会長に就任し た。 儀作の技術は、 子息多門に継承さ れ、 さ ら に華麗なも のと なっ ていっ

た。

生家跡にある 石碑
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大
お お

平
ひ ら

喜
き

間
ま

多
た

　 明治22年（ 1889）～昭和34年（ 1959）　 郷土史家

　 埴科郡東寺尾村（ 現在の長野市松代町東寺尾）に生ま れ

る。 遊民と 号し た。 10代後半から 文芸活動を はじ め、 勧

業新聞、 中信時報の記者を し 、 昭和12年（ 1937）から 昭和

30年代まで松代町会議員を務めた。

　 自ら の職業を 著述業と し 、 実地踏査を 踏ま えて郷土史

の研究を 続けた。 大正７ 年（ 1918）から 10年間、 松代町史

編纂主任に専念し 、 松代町史を 完成さ せた。 大室古墳群

の168号墳は、 大平が調査し た こ と から 、 大平塚と も 呼

ばれている。 昭和４ 年（ 1929）に埴科郷土研究会、 昭和８

年（ 1933）には北信郷土叢書刊行会設立の中心メ ン バーと し て活動。 著書に『 松代風土

記』、『 真田幸貫』、『 佐久間象山』、『 真田幸弘と 恩田木工』などがある。 松代町東条出身

の中村柊花と 親交を持ち、 詩や和歌なども 詠んだ。
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⑴　 長野市内の指定等文化財

　 本市には、 国指定・ 選定で39件、 県指定で58件、 市指定で292件の文化財がある。 そ

のほかに国登録の有形文化財・ 記念物が149件ある。

文化財等の分布状況4

　 こ のほか、 国認定の重要美術品６ 件（ 絵画２ 、 彫刻１ 、 工芸品２ 、 書跡１ ）、 国選択の

記録作成等の措置を講ずべき 無形の民俗文化財１ 件がある。 市選択の記録作成等の措置

を講ずべき 無形の民俗文化財８ 件、 市選定の選定保存技術１ 件がある。

※1　  国指定によ り「 遺跡」は史跡、「 名勝地」は名勝、「 動物、 植物、 地質鉱物」は天然記念物と なる 。 県・ 市

の指定の場合は、 長野県指定史跡、 長野市指定史跡のよ う に、 史跡・ 名勝・ 天然記念物の前に長野県・

長野市が付く 。

※2　  名勝・ 天然記念物を 包括し た文化財１ 件を 含む。

（ 令和7年（ 2025） 10月１ 日現在）

国 長野県 長野市

種　 類 指定・ 選定 登　 録 指　 定 指　 定

有形文化財
建造物

8
( う ち国宝１ )

141 11 65

絵画 2 0 2 9

彫刻 15 0 8 27

工芸品 3 0 7 15

書跡・ 典籍 2 0 2 2

古文書 0 0 0 10

考古資料 0 0 1 12

歴史資料 1 0 0 3

無形文化財 0 0 0 7

民俗文化財 有形の民俗文化財 0 0 1 14

無形の民俗文化財 0 0 4 9

記念物※ 1 遺跡 6 0 5 46

名勝地 0 8 1 4 ※ 2

動物、 植物、 地質鉱物 1 0 16 69

伝統的建造物群 1 － － －

合　 計
39

( う ち国宝１ )
149 58 292
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主な文化財

矢沢家の表門

旧樋口家住宅

旧白井家表門

旧松代藩鐘楼

松代焼きコ レク ショ ン

大門踊り

矢沢家の表門

旧樋口家住宅

旧白井家表門

旧松代藩鐘楼

松代焼きコ レク ショ ン

大門踊り

松代市街地

松代城跡附新御殿跡

旧文武学校

松代市街地

松代城跡附新御殿跡

旧文武学校

金刀比羅神社本殿

荒倉山神社本殿

皇大神社 山車

鬼無里神社 山車

三嶋神社 山車

諏訪神社 山車

白髯神社 神楽

加茂神社 神楽

宣澄踊り

戸隠田頭の巌窟堂観音堂

木造地蔵菩薩半跏像

大安寺 石造宝篋印塔

正法寺 宮殿

観ノ 山百体観音

長谷寺

木造地蔵菩薩立像

三十三燈籠

有旅の高札場

石造多層塔

芦ノ 尻の道祖神祭り

長谷及び越のド ンド ヤキ

山穂刈のク ジラ 化石

裏沢の絶滅セイ ウチ化石

菅沼の絶滅セイ ウチ化石

大口沢のアシカ 科化石

牧之島城跡

長勝寺

木造金剛力士立像

正法寺

木造聖観音立像

木造四天王像

南方神社本殿

シンシュ ウゾウ化石

豊岡のカ ツラ

師範学校教師館

ダニエル・ ノ ルマン邸

戸隠神社信仰遺跡

深谷沢の蜂の巣状風化岩

川柳将軍塚古墳

姫塚古墳

葛山落合神社本殿

素桜神社の

神代ザク ラ

戸隠神社牙笏

戸隠重要伝統的建造物群保存地区

白髯神社本殿
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矢沢家の表門

旧樋口家住宅

旧白井家表門

旧松代藩鐘楼

松代焼きコ レク ショ ン

大門踊り

矢沢家の表門

旧樋口家住宅

旧白井家表門

旧松代藩鐘楼

松代焼きコ レク ショ ン

大門踊り

松代市街地

松代城跡附新御殿跡

旧文武学校

松代市街地

松代城跡附新御殿跡

旧文武学校

北郷朝川原神社

諏訪神社本殿

八櫛神社社殿

（ ブラ ンド 薬師）

大本願 木造聖徳太子立像

善光寺境内 石造宝篋印塔

世尊院 五鈷鈴

玉照院 六角銅製釣燈籠

小島区の門灯籠及び舞台

守田迺神社本殿

木造百万塔

犀川神社太神楽

犀川神社の杜煙火

真島のク ワ 石造宝篋印塔

赤野田神社大神楽

中越庚申講人別帳

及び用具一式旧作新学校本館

大鋒寺真田信之霊屋

玉依比売命神社児玉石
漆地彩色装神輿

源関神社本殿

石幢

西楽寺木造阿弥陀如来立像

桑根井空塚

熊野出速雄神社本殿

菅間王塚古墳

真田信弘霊屋および表門

長国寺開山堂

大英寺本堂

寺町商家

（ 旧金箱家住宅）

大柳及び井上の枕状溶岩

林正寺本堂及び表門

長谷及び越のド ンド ヤキ

開善寺経蔵

正覚院

木造伝観音菩薩立像

大勧進

絹本著色釈迦三尊像

清水寺

木造千手観音立像

木造観音菩薩立像

木造地蔵菩薩立像

西楽寺真田信重霊屋

松代藩主真田家墓所

真田信之霊屋

旧横田家住宅

大室古墳群

高岡の小豆焼き行事

清水寺

木造聖観音立像

木造千手観音及脇侍地蔵菩薩像

木造阿弥陀如来立像

木造薬師如来坐像

木造広目天立像・ 多聞天立像

鉄鍬形

埴科古墳群

土口将軍塚古墳

善光寺本堂

善光寺三門

善光寺経蔵

大本願 絹本著色阿弥陀聖衆来迎図

素桜神社の

神代ザク ラ

銅造観音菩薩立像

国指定等文化財

県指定文化財

市指定文化財
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⑵　 国指定等文化財

　 本市における 国指定文化財は、 38件あり 、 国宝が１ 件、 重要文化財が30件、 史跡・

名勝・ 天然記念物が７ 件である。 また、 国選定の重要伝統的建造物群保存地区が１ 件あ

る。 主な文化財は以下のと おり である。

ア　 国宝、 重要文化財

　 建造物について、 国宝は善光寺本堂附
つけたり

厨
ず

子
し

１ 基の１ 件であり 、 重要文化財は、 善光寺三門

と 善光寺経蔵、 松代地区の松代藩真田家の初代

藩主の位牌を祀る真田信之霊屋、 信之の三男の

位牌を祀る真田信重霊屋、 松代藩の武家住宅で

ある 旧横田家住宅、 鬼無里地区の白
し ら

髯
ひ げ

神社本

殿、 芋井地区の葛山落合神社本殿の７ 件で、 室

町時代、 安土桃山時代、 江戸時代の建築年代である。

　 絵画では、 善光寺大本願所蔵の絹本著色阿弥陀聖衆来迎図（ 鎌倉末～室町初期）が県下

に伝存する浄土教来迎図の中では最古のも のと し て、 また、 若穂地区の清水寺の絹本著

色両界曼荼羅図（ 鎌倉時代）が県下における曼荼羅の最佳品と し て重要文化財に指定さ れ

ている。

　 彫刻では、 若槻地区の小金銅仏（ 銅造観音菩薩立像）が白鳳時代のも ので最も 古い。 若

穂地区の清水寺は、 大正５ 年（ 1916）の火事で焼失し たのち に奈良県から 仏像を 迎え、

旧横田家住宅（ 重要文化財）

銅造観音菩薩立像

（ 重要文化財）

鉄鍬形

（ 重要文化財）
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そのう ち木造聖観音立像ほか６ 躯の木造仏がいずれも 平安時代から 鎌倉時代初頭の作と

さ れ、 重要文化財と なっ ている。 こ のほか、 平安時代の木造仏と し て松代地区の清水寺

に木造千手観菩薩立像ほか２ 躯、 七二会地区の木造観音立像、 信更地区の観音寺の木造

十一面観音立像が重要文化財に指定さ れている。 また、 善光寺御開帳の際に公開さ れる

前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

（ 金
こ ん

銅
ど う

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
に ょ

来
ら い

及
およ び

両
り ょ う

脇
き ょ う

侍
じ

立
り ゅ う

像
ぞ う

）３ 躯も 重要文化財と なっ ている。

　 工芸品は、 奈良時代から 平安時代初期のも のと さ れる戸隠神社の牙
げ

笏
し ゃ く

、 平安時代のも

のと さ れる若穂地区の清水寺の鉄鍬形（ 長野市博物館寄託）など３ 件が指定さ れている。

　 書跡では、 戸隠神社に残る紙
し

本
ほ ん

墨
ぼ く

書
し ょ

法
ほ

華
け

経
き ょ う

残
ざ ん

闕
け つ

（ 平安時代末期～鎌倉時代）を含め２ 件

が重要文化財に指定さ れている。

　 歴史資料では、 善光寺大勧進所蔵の室町時代享禄４ 年（ 1531）の善光寺再建にかかわ

る門その他付属建物の設計図である善光寺造営図が重要文化財に指定さ れている。

イ 　 史跡、 名勝、 天然記念物

　 古墳の史跡に古墳時代の前期古墳の川
せ ん

柳
り ゅ う

将軍

塚古墳、 姫塚古墳、 中期古墳の埴科古墳群、 中

期から 後期古墳で積石塚を特徴と する大室古墳

群（ 166基）がある。 そのほかの史跡に松代地区

にある 松代藩ゆかり の松代城跡附
つけたり

新御殿跡、

旧文武学校、 松代藩主真田家墓所がある。

　 天然記念物に市北部の中山間地域の芋井地区

にある素
す

桜
ざ く ら

神社の神
じ ん

代
だ い

ザク ラ の１ 件がある。

ウ　 伝統的建造物群保存地区

　 伝統的建造物群保存地区は、 戸隠神社中社と

宝光社の表参道周辺に形成さ れた宿坊群が戸隠

伝統的建造物群保存地区と し て重要伝統的建造

物群保存地区に選定さ れている。

　 保存地区は、 江戸時代の敷地割や道、 水路な

どの構成がよく 維持さ れており 、 標高が高い厳

し い環境にあっ て、 江戸時代後期から 近代にか

けて隆盛し た戸隠信仰の下、 多く の参詣者を受

け入れるために大型化し た宿坊が、 社殿や在家の住宅、 石垣、 庭園等と 一体と なっ て優

れた歴史的まちなみが形成さ れている。

素
す

桜
ざ く ら

神社の神
じ ん

代
だ い

ザク ラ（ 天然記念物）

戸隠宝光社地区の町並み
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エ　 登録有形文化財、 登録記念物

　 登録有形文化財（ 建造物）は136件あり 、 江戸時代から 明治時代までの建築物が多く 、

中には大正時代や昭和時代初期のも のも ある。 こ れら の建造物は、 善光寺周辺の旅館、

商店の店舗等で20件、 松代地区の寺社、 店舗、 個人住宅等で79件あり 、 こ の両地区に

集中し ている。

　 登録記念物は８ 件で、 全て松代地区の泉水路を 構成する武家住宅などの庭園（ 旧山寺

常山氏庭園、 象山神社園池など）である。

オ　 記録作成等の措置を講ずべき 無形の民俗文化財、 重要美術品

　 記録作成等の措置を講ずべき 無形の民俗文化

財と し て、 若穂地区の高岡集落で正月15日に

行われる 高岡の小豆焼き 行事が選択さ れてい

る。 小豆焼き行事は、 囲炉裏の火で熱し たカ ワ

ラ ケに小豆を載せ、 小豆の回り で年の吉凶を占

う 予祝行事の一つで、 道祖神信仰と 関わり があ

る。

　 こ のほか重要美術品と し て、 絵画２ 件、 工芸

品２ 、 彫刻１ 件、 書跡１ 件の６ 件が認定さ れて

いる。

小豆焼き 行事

（ 記録作成等の措置を 講ずべき 無形の民俗文化財）
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⑶　 県指定文化財

　 本市の県指定文化財は、 58件あり 、 その内訳は県宝が31件、 民俗文化財が５ 件、 史

跡・ 名勝・ 天然記念物が22件と なっ ている。

ア　 県　 宝

　 県宝31件の内訳は、 建造物11件、 絵画２ 件、 彫刻８ 件、 工芸品７ 件、 書跡２ 件、 考

古資料１ 件と なっ ている。 主な文化財は以下のと おり である。

　（ ア）　 建造物

　  　 室町時代後期の葛
かつら

山
や ま

落合神社境内諏訪社社殿を最

　 古と し 、 戦国時代から 明治時代後期までの寺社の本

　 堂、 表門、 武家住宅、 旧長野県師範学校教師館、 メ

　 ソ ジスト 教会の牧師と し て明治39年（ 1906）に着任

　 し たダニエル・ ノ ルマンの邸宅（ 旧ダニエル・ ノ ル

　 マン邸）など11件が指定さ れている。

　  　 こ のう ち７ 件が松代地区にあり 、 中世の熊野系修験を伝える建築遺構である皆神山

　 の熊野出
い ず

速
は や

雄
お

神社本殿や大英寺本堂（ 真田信之夫人の霊屋）、 林正寺本堂（ 真田家２ 代

　 藩主信政の霊屋）、 長国寺開山堂（ 真田家３ 代藩主幸道の霊屋）、 ４ 代藩主真田信弘霊

　 屋（ 長国寺）と いっ た真田家一連の霊屋群のほか、 現存する松代藩武家屋敷の中で最も

　 古い年代に属する旧前島家住宅、 真田家の祈願寺だっ た開善寺経蔵が指定さ れている。

　（ イ ）　 絵画、 彫刻、 工芸品、 書跡

　  　 絵画は、 善光寺大勧進が所蔵する絹本著色釈迦三尊

　 像が県内では遺例が少ない鎌倉時代に遡る仏画と し て

　 指定を受けている。 また、 善光寺淵之坊に残る室町時

　 代制作と さ れる絹本著色善光寺如来絵伝（ ３ 幅）は、 数

　 少ない中世の善光寺如来に関わる絵伝であると と も

　 に、 絵解き 図と し て実際に善光寺信仰流布に利用さ れ

　 ていたこ と がう かがえる貴重な文化財である。

　  　 彫刻は、 中条地区にある正法寺の木造聖観音菩薩立

　 像ほか２ 躯、 安茂里地区にある正覚院の木造伝観音菩

　 薩立像など平安時代から 鎌倉時代にかけての仏像８ 件

　（ 12躯）が指定さ れている。

熊野出
い ず

速
は や

雄
お

神社本殿（ 県宝）

絹本著色善光寺如来絵伝（ 県宝）
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　  　 工芸品は、 松代地区の玉
た ま

依
よ り

比
ひ

売
め の

命
みこ と

神社で毎年１ 月７ 日に行われる児
こ

玉
だ ま

石
い し

神事で用い

　 る児
こ

玉
だ ま

石
い し

が指定さ れている。 児
こ

玉
だ ま

石
い し

神事は、 神社所蔵の児
こ

玉
だ ま

石
い し

と 呼ばれる多数の玉石

　 類の数を数え上げるも ので、 石の数の増減で年の吉凶を占う 予祝儀礼であり 、 こ の玉

　 石類のう ち591顆が県宝と なっ ている。 県宝は、 児
こ

玉
だ ま

石
い し

を含め７ 件が指定さ れている。

　  　 書跡は、 戸隠神社が所蔵する戸隠山の縁起等を記し た室町時代の戸
と

隠
がく し

山
さ ん

顕
け ん

光
こ う

寺
じ

流
る

記
き

　 や、 松代地区の真田宝物館所蔵の真田家初代幸隆以来真田家に代々伝来し た文書381

　 点が真田家文書と し て指定さ れている。

イ 　 有形民俗文化財・ 無形民俗文化財

　 有形民俗文化財が１ 件、 無形民俗文化財が４ 件指定さ れている。

　（ ア）　 有形民俗文化財

　  　 小正月関係資料コ レク ショ ンは、 市内外の小正月行事で用いら れる道具を長野市立

　 博物館が収集し たも のである。 市指定には、 江戸時代の松代焼コ レク ショ ン（ 真田宝

　 物館蔵）や、 善光寺で年末年始にかけて行われる堂童子行事で使用さ れる一連の道具

　 類（ 善光寺の正月行事用具）、 第四地区の妻科と 吉田地区の中越に残る庚申講人別帳及

　 び用具一式、 善光寺町の祇園祭で曳航さ れていた第一地区の西町上の山車（ 長野市立

　 博物館寄託）などがある。

　（ イ ）　 無形民俗文化財

　  　 長野盆地の平坦地に位置する篠ノ 井塩崎の長谷及び越で行われる道祖神信仰に基づ

　 く 小正月行事の巨大なわら 人形と 男根をつく るド ンド ヤキ、 中山間地域の大岡地区の

　 芦
あ し

ノ
の

尻
し り

組で行われる石碑の上にし め縄で神面を形づく る芦
あ し

ノ
の

尻
し り

の道祖神祭り 、 神仏混

　 淆の時代から 伝わる戸隠神社太々神楽、 安茂里地区の犀川神社境内で秋祭り の際に行

　 われる仕掛け花火の犀川神社の杜
も り

煙
は な び

火が指定さ れている。

芦ノ 尻の道祖神祭り（ 県指定無形民俗文化財）
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ウ　 史跡、 名勝、 天然記念物

　 史跡に５ 件、 名勝に１ 件、 天然記念物に16件が指定さ れている。

　 史跡のう ち、 松代東条の菅
す が

間
ま

王
お う

塚
づ か

古墳と 松代町豊栄の桑
く わ

根
ね

井
い

空
そ ら

塚
づ か

は合
が っ

掌
し ょ う

形
が た

石
せ き

室
し つ

の古墳

で、 菅
す が

間
ま

王
お う

塚
づ か

古墳は、 積石塚と し ては県内で最大規模の古墳である。 史跡大室古墳群と

と も に積
つ み

石
い し

塚
づ か

、 合
が っ

掌
し ょ う

形
が た

石
せ き

室
し つ

墳の地域性がみて取れる。 山岳信仰、 修験の霊場と し て知ら

れる戸隠神社奥社、 中社、 宝光社（ 顕
け ん

光
こ う

寺
じ

奥院、 中院、 宝光院）は、 戸隠神社信仰遺跡と

し て指定さ れている。 また、 信州新町牧野島にある牧之島城跡は、 武田信玄が馬場信房

に築かせた武田流の平山城で、 戦国時代の縄張り がよく 残さ れている。

　 名勝は、 鬼無里地区の奥裾花峡谷が指定さ れている。

　 天然記念物は、 戸隠神社奥社社叢、 真島のク ワ、 戸隠豊岡のカ ツラ など樹木、 市域の

大地の形成を物語る戸隠川下のシンシュ ウゾウ化石、 信州新町地区の山穂刈のク ジラ 化

石や信州新町地区の浦沢、 中条地区の菅沼の絶滅セイ ウチなどの化石類のほか、 若穂地

区の大柳及び井上の枕状溶岩、 鬼無里地区の深谷沢の蜂の巣状風化岩の地質標本がある。

⑷　 市指定等文化財

　 市指定等の文化財は300件あり 、 こ のう ち 有形文化財の142件と 、 史跡、 名勝、 天然

記念物等の119件で大半を占めている。 主な文化財は、 以下のと おり である。

ア　 有形文化財

　 有形文化財142件の内訳は、 建造物65件、 絵画８ 件、 彫刻27件、 工芸品15件、 書跡２

件、 文書10件、 考古資料12件、 歴史資料３ 件と なっ ている。

　（ ア）　 建造物

　  　 最古のも のは、 篠ノ 井地区にある平安時代の石造多層塔

　 で、 次いで松代地区の石
せ き

幢
ど う

（ 笠仏）が鎌倉時代のも のと さ れ

　 る。 ま た、 南北朝から 室町時代にかけて造立さ れた石造

　 宝
ほ う

篋
き ょ う

印
い ん

塔が３ 件指定さ れている。 木造では室町時代、 応永

　 12年（ 1405）の棟札が残る松代地区の源関神社本殿と 様式

　 から 室町時代頃のも のと さ れる浅川地区の諏訪神社本殿の

　 ２ 件、 以上７ 件が江戸時代より 前の建造物である。

　  　 江戸時代のも のと し ては、 寺社（ 古牧地区の守
も り

田
た

廼
の

神社

　 本殿、 鬼無里地区の松巌寺経蔵・ 観音堂・ 鎮守堂など）、

　 武家住宅の表門（ 松代地区の旧白井家表門など）、 鐘楼（ 旧
石造多層塔

（ 市指定有形文化財）
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　 松代藩鐘楼など）、 武家住宅（ 松代地区の

　 旧樋口家住宅）、 霊屋（ 松代地区の大鋒寺

　 真田信之霊屋）、 石造物（ 吉田地区の中越

　 の庚申塔など）など合わせて42件、 明治

　 以降のも のでは神社（ 鬼無里地区の荒倉

　 山神社本殿、 大岡地区の塩竃神社など）

　 が多く を占め、 そのほかに学校（ 更北地

　 区の旧作新学校本館）と 町屋（ 松代地区の

　 旧金箱家住宅）が指定さ れている。

　（ イ ）　 絵画、 彫刻

　  　 絵画は、 淵之坊の善光寺如来絵伝と 同様に絵解き に利用

　 さ れた跡がみら れる長沼地区の西厳寺の絹本著色鬼女紅葉

　 狩の図（ 江戸時代）と 蓮如上人絵伝（ ４ 幅、 江戸時代）や、 吉

　 田地区の善敬寺の絹本著色親鸞聖人絵伝（ ４ 幅、 江戸時代）

　 など８ 件が指定さ れている。

　  　 彫刻では、 平安時代の木造阿弥陀如来立像、 木造毘沙門

　 天像など６ 件、 鎌倉時代の木造聖徳太子立像、 木造伐
ば

折
さ

羅
ら

　 大将像など７ 件、 室町時代の石造地蔵菩薩坐像、 木造釈迦

　 如来像、 明治初頭の廃仏毀釈によっ て戸隠山奥院の仁王堂

　 から 第二地区の寛慶寺に移さ れた木造金剛力士像など５

　 件、 戦国時代から 江戸時代の木造大日如来坐像、 木造地蔵

　 菩薩半跏像など９ 件を合わせて27件が指定さ れている。

　（ ウ）　 工芸品、 文書

　  　 工芸品は、 現在の新潟県糸魚川市市振出身の宮大工北

　 村喜
き

代
よ

松
ま つ

によっ て幕末から 明治時代初期にかけて製作さ

　 れた鬼無里地区にある４ 基の山車と ２ 基の神
か ぐ ら

楽のほか、

　 元善町の世尊院の五
ご

鈷
こ

鈴
れ い

、 西光寺ほかの木造百万塔、

　 玉
た ま

依
よ り

比
ひ

売
め の

命
みこ と

神社の漆
う るし

地
じ

彩
さ い

色
し き

装
そ う

神輿など15件がある。

　  　 文書は、 更北地区に残る戦乱による村の荒廃を物語る

　 失
う せ

人
に ん

（ 逃亡）の記載が見ら れる豊臣秀吉による太閤検地の

　 検地帳の「 文禄四年中氷鉋村下氷鉋村御検地帳」（ 1595

　 年）など10件がある。

旧作新学校本館（ 市指定有形文化財）

木造伐
ば

折
さ

羅
ら

大将像

（ 市指定有形文化財）

文禄四年中氷鉋村下氷鉋村御検地帳

（ 市指定有形文化財）
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イ 　 無形文化財

　 無形文化財には、 善光寺造営に関わる用材の

運搬時に唄われたこ ろ から 始まると さ れる善光

寺木遣り や、 江戸時代初期に八橋検校によっ て

創始さ れ、 真田家２ 代藩主側室のお伏せ（ 二代

目お通）によ っ て松代地区に伝えら れた八
や つ

橋
は し

流
り ゅ う

箏
そ う

曲
き ょ く

など７ 件が指定さ れている。

ウ　 有形民俗文化財・ 無形民俗文化財

　 有形民俗文化財は、 西町上区の山車、 松代藩の御用窯と し て江戸時代に栄えた松代焼

のコ レ ク ショ ン、 中越と 妻科の庚申講人別帳及び用具一式、 小島の門灯籠と 舞台など

14件ある。

　 無形民俗文化財は、 市内各所で行われる獅子神楽のう ち、 大岡地区の川口太神楽や第

三地区の権堂町の勢獅子など代表的なも の５ 件が選ばれている。

　 こ のほか松代地区の玉
た ま

依
よ り

比
ひ

売
め の

命
みこ と

神社で１ 月６ 日及び７ 日の２ 日間にわたっ て行われる

一連の予祝行事（ 玉
た ま

依
よ り

比
ひ

売
め の

命
みこ と

神社の御田祭、 児玉石神事、 御判神事）や大岡地区の高峰寺

の種蒔会と いっ た年中行事、 芋井地区の芋井甚句や若穂地区保科の高井穂神社で行われ

る道中行列の赤
し ゃ

熊
あ ま

（ 奴
やっ こ

巻
ま き

）と いっ た芸能などが指定さ れている。

エ　 史跡、 名勝、 天然記念物

　 市指定の史跡は、 縄文時代の集落遺跡

である中条地区の宮遺跡、 古墳時代の祭

祀遺跡で ある 古里地区の駒沢祭祀遺跡

のほか、 古墳（ 篠ノ 井地区の中郷神社前

方後円墳、 松代地区の竹原笹塚古墳な

ど）、 山城（ 豊野地区の大倉城跡、 芋井地

区の葛山城跡など）、 寺院跡（ 豊野地区の

神護寺跡、 戸隠原の大頭庵跡など）、 善

光寺参道（ 敷石）など46件を数える。

　 市指定の天然記念物は、 戸隠地区のカ

ワシンジュ ガイ 、 松代地区の皆神山のク ロサンショ ウウオの産卵池、 明徳寺のヒ キガエ

ル産卵池と いっ た動物、 芋井地区の葛山落合神社社叢、 吉田地区の吉田のイ チョ ウ、 戸

隠地区の戸隠神社中社の三本杉などの樹木、 鬼無里地区の奥裾花のケスタ 地形、 漣
れ ん

痕
こ ん

（ リ ッ プルマーク ）と いっ た地質関係など合わせて69件にのぼる。

善光寺木遣り（ 市指定無形文化財）

竹原笹塚古墳（ 市指定史跡）
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　 名勝は、 信州新町地区の久米路峡など３ 件、 名勝と 天然記念物を包括し た大岡地区の

樋
ひ

知
じ り

大
だ い

神社境内のお種池及び社叢と 湿性植物群落がある。

オ　 記録作成等の措置を講ずべき 無形の民俗文化財

　 記録作成等の措置を講ずべき 無形の民俗文化財は、 犀川神社太神楽、 赤野田神社太神

楽など太神楽や獅子舞、 篠ノ 井塩崎の雨乞い祈願の三十三燈籠、 篠ノ 井地区の有
う

旅
た び

犬石

と 東横田で７ 月末から ８ 月初頭に行われる稲の害虫除けの虫送り 行事など８ 件が選択さ

れている。

カ 　 選定保存技術

　 選定保存技術は、 吉田地区の桐原牧神社で春祭り の際に奉納、 頒布さ れる藁馬の製作

技術が選定さ れている。

樋
ひ

知
じ り

大
だ い

神社境内のお種池及び社叢と 湿生植物群落

（ 市名勝・ 天然記念物）

桐原牧神社の藁馬（ 市選定保存技術）
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⑸　 未指定の文化財

　 こ れまでの調査結果の中から 指定文化財を除いた地区別種類別の未指定文化財数は次

の表のと おり と なっ ている。

32地区図

地　 区

有形文化財

無
形
文
化
財

民俗文化財 記念物 伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区

地
区
別
合
計

建
造
物

美術工芸品

有
形
の

民
俗
文
化
財

無形の民俗文化財

遺
　
跡

名
勝
地

植
　
物

動
　
物

地
質
鉱
物

絵
　
画

彫
　
刻

工
芸
品

書
　
跡

典
　
籍

古
文
書

歴
史
資
料

考
古
資
料

風
俗
習
慣

民
俗
芸
能

第　 一 2 129 9 4 9 6 159

第　 二 9 28 2 2 196 1 1 9 8 5 1 262

第　 三 1 53 5 1 60

第　 四 5 2 37 4 2 1 1 52

第　 五 2 7 5 2 3 19

芹　 田 3 4 66 2 20 8 103

古　 牧 23 4 5 3 5 2 43 9 4 13 111

三　 輪 1 47 2 4 1 55

吉　 田 2 9 1 10 6 2 30

古　 里 22 15 7 7 6 57

柳　 原 17 5 4 26

浅　 川 7 18 7 2 1 35

大豆島 10 18 3 4 35

朝　 陽 1 18 1 9 8 37

若　 槻 61 13 27 3 9 16 129

長　 沼 26 1 2 2 2 24 3 7 6 15 3 91

安茂里 15 3 26 2 1 119 20 5 15 5 4 215

小田切 51 6 42 1 2 8 15 5 130

芋　 井 2 16 19 2 27 6 1 73

篠ノ 井 44 5 1 114 21 6 20 28 239

松　 代 79 20 12 7 2 1 125 27 1 1 22 11 10 318

若　 穂 102 2 50 1 120 15 3 2 27 22 3 2 1 350

川中島 26 3 1 87 2 1 21 20 3 164

更　 北 44 7 5 149 1 1 19 14 5 1 246

七二会 17 2 111 4 9 1 144

信　 更 66 4 5 30 1 50 2 158

豊　 野 94 1 8 103

戸　 隠 28 7 4 6 21 66

鬼無里 4 3 6 107 5 1 10 4 1 141

大　 岡 37 1 1 85 4 2 3 1 134

信州新町 3 223 4 230

中　 条 1 1 122 6 130

計 687 69 516 12 14 5 1,877 129 20 1 25 352 256 74 26 32 1 6 0 4,102

■ 地区別種類別未指定文化財数

鬼無里

戸隠

中条

信州新町

大岡

信更

七二会

篠ノ 井

松代

若穂

川中島 更北

芋井

浅川

豊野

長沼
古里

若槻

小田切
安茂里

柳原
朝陽

大豆島芹田

古牧

吉田三輪
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ア　 歴史的風致形成建造物

　 長野市歴史的風致維持向上計画で定めら れた重点区域における歴史的風致の維持及び

向上を図る上で重要な建造物を指定し ている。

　 指定建造物は、 第７ 章に記載し ている。

イ 　 景観重要建造物

　 特色のある景観形成を特に推進する地区の景観形成上、 維持、 保全する価値があり 、

その地域のシンボル的な景観を生み出し ている建造物を指定し ている。

名称及び指定日 外　 観 地　 区

１

藤屋旅館
平成 20 年（ 2008） ５ 月１ 日

備考

登録有形文化財（ 建造物） 第二地区

２

中澤時計本店
平成 20 年（ 2008） ５ 月１ 日

備考

登録有形文化財（ 建造物） 第二地区

３

八田邸
平成 20 年（ 2008） ５ 月１ 日

備考

登録有形文化財（ 建造物） 松代地区

４

西澤邸
平成 20 年（ 2008） ５ 月１ 日

若穂地区

ア 歴史的風致形成建造物 

長野市歴史的風致維持向上計画で定められた重点区域における歴史的風

致の維持及び向上を図る上で重要な建造物を指定している。 

指定建造物は、第７章に記載している。 

 

イ 景観重要建造物 

特色のある景観形成を特に推進する地区の景観形成上、維持、保全する価

値があり、その地域のシンボル的な景観を生み出している建造物を指定して

いる。 

 名称及び指定日 外観 地区 

１ 藤屋旅館 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

第二地区 

２ 中澤時計本店 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

第二地区 

３ 八田邸 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

松代地区 

４ 西澤邸 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

 

 

若穂地区 

ア 歴史的風致形成建造物 

長野市歴史的風致維持向上計画で定められた重点区域における歴史的風

致の維持及び向上を図る上で重要な建造物を指定している。 

指定建造物は、第７章に記載している。 

 

イ 景観重要建造物 

特色のある景観形成を特に推進する地区の景観形成上、維持、保全する価

値があり、その地域のシンボル的な景観を生み出している建造物を指定して

いる。 

 名称及び指定日 外観 地区 

１ 藤屋旅館 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

第二地区 

２ 中澤時計本店 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

第二地区 

３ 八田邸 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

松代地区 

４ 西澤邸 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

 

 

若穂地区 

ア 歴史的風致形成建造物 

長野市歴史的風致維持向上計画で定められた重点区域における歴史的風

致の維持及び向上を図る上で重要な建造物を指定している。 

指定建造物は、第７章に記載している。 

 

イ 景観重要建造物 

特色のある景観形成を特に推進する地区の景観形成上、維持、保全する価

値があり、その地域のシンボル的な景観を生み出している建造物を指定して

いる。 

 名称及び指定日 外観 地区 

１ 藤屋旅館 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

第二地区 

２ 中澤時計本店 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

第二地区 

３ 八田邸 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

松代地区 

４ 西澤邸 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

 

 

若穂地区 

ア 歴史的風致形成建造物 

長野市歴史的風致維持向上計画で定められた重点区域における歴史的風

致の維持及び向上を図る上で重要な建造物を指定している。 

指定建造物は、第７章に記載している。 

 

イ 景観重要建造物 

特色のある景観形成を特に推進する地区の景観形成上、維持、保全する価

値があり、その地域のシンボル的な景観を生み出している建造物を指定して

いる。 

 名称及び指定日 外観 地区 

１ 藤屋旅館 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

第二地区 

２ 中澤時計本店 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

第二地区 

３ 八田邸 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

松代地区 

４ 西澤邸 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

 

 

若穂地区 
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ウ　  長野市伝統環境保存区域内における伝統環境を構成し ている建造物等及びこ れと 一

体をなす環境を保存するために特に必要と 思われる物件

　 長野市伝統環境保存条例に基づき定めた長野市伝統環境保存計画で設定し た保存区域

内で伝統環境を 構成し ている 建造物、 庭園、 水路、 松代地区の表柴町、 代官町、 馬場

町、 竹山町が保存区域に設定さ れており 、 その区域内の江戸時代から 明治時代に建てら

れた建造物、 庭園、 及び、 水路が指定を受けている。

エ　 その他の建造物

　 松代地区の松代城下町、 第二地区の善光寺門

前町、 戸隠地区の宿坊群と いっ た歴史的建造物

が多く 残さ れているまちなみのほか、 北国街道

や松代道沿いの丹波島宿や善光寺宿、 川田宿、

長沼宿、 神代宿などの旧宿場町に当時の面影を

残す町並みが残さ れている。

　 まち なみを 形成する 建物以外では、 信州新町地区にある 麻煮の釜屋は、 かつて盛ん

麻煮の釜屋（ 信州新町）

名称及び指定日 外　 観 地　 区

５

北村邸
平成 20 年（ 2008） ５ 月１ 日

備考

登録有形文化財（ 建造物） 若穂地区

６

宿坊極意
平成 23 年（ 2011） 11 月７ 日

備考

登録有形文化財（ 建造物） 戸隠地区

７

越志旅館
平成 23 年（ 2011） 11 月７ 日

備考

登録有形文化財（ 建造物） 戸隠地区

５ 北村邸 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

若穂地区 

６ 宿坊極意 

平成 23 年（2011）11 月７日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

戸隠地区 

７ 越志旅館 

平成 23 年（2011）11 月７日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

戸隠地区 

 
ウ 長野市伝統環境保存区域内における伝統環境を構成している建造物等及

びこれと一体をなす環境を保存するために特に必要と思われる物件 

長野市伝統環境保存条例に基づき定めた長野市伝統環境保存計画で設定

した保存区域内で伝統環境を構成している建造物、庭園、水路、松代地区の

表柴町、代官町、馬場町、竹山町が保存区域に設定されており、その区域内

の江戸時代から明治時代に建てられた建造物、庭園、及び、水路が指定を受

けている。 

 
エ その他の建造物 

松代地区の松代城下町、第二地区の

善光寺門前町、戸隠地区の宿坊群とい

った歴史的建造物が多く残されている

まちなみのほか、北国街道や松代道沿

いの丹波島宿や善光寺宿、川田宿、長沼

宿、神代宿などの旧宿場町に当時の面

影を残す町並みが残されている。 
麻煮の釜屋（信州新町） 

５ 北村邸 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

若穂地区 

６ 宿坊極意 

平成 23 年（2011）11 月７日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

戸隠地区 

７ 越志旅館 

平成 23 年（2011）11 月７日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

戸隠地区 

 
ウ 長野市伝統環境保存区域内における伝統環境を構成している建造物等及

びこれと一体をなす環境を保存するために特に必要と思われる物件 

長野市伝統環境保存条例に基づき定めた長野市伝統環境保存計画で設定

した保存区域内で伝統環境を構成している建造物、庭園、水路、松代地区の

表柴町、代官町、馬場町、竹山町が保存区域に設定されており、その区域内

の江戸時代から明治時代に建てられた建造物、庭園、及び、水路が指定を受

けている。 

エ その他の建造物 

松代地区の松代城下町、第二地区の

善光寺門前町、戸隠地区の宿坊群とい

った歴史的建造物が多く残されている

まちなみのほか、北国街道や松代道沿

いの丹波島宿や善光寺宿、川田宿、長沼

５ 北村邸 

平成 20 年（2008）５月１日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

若穂地区 

６ 宿坊極意 

平成 23 年（2011）11 月７日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

戸隠地区 

７ 越志旅館 

平成 23 年（2011）11 月７日 

 

備考 

登録有形文化財（建造物） 
 

戸隠地区 

 
ウ 長野市伝統環境保存区域内における伝統環境を構成している建造物等及

びこれと一体をなす環境を保存するために特に必要と思われる物件 

長野市伝統環境保存条例に基づき定めた長野市伝統環境保存計画で設定

した保存区域内で伝統環境を構成している建造物、庭園、水路、松代地区の

表柴町、代官町、馬場町、竹山町が保存区域に設定されており、その区域内

の江戸時代から明治時代に建てられた建造物、庭園、及び、水路が指定を受

けている。 

 
エ その他の建造物 

松代地区の松代城下町、第二地区の

善光寺門前町、戸隠地区の宿坊群とい

った歴史的建造物が多く残されている

まちなみのほか、北国街道や松代道沿

いの丹波島宿や善光寺宿、川田宿、長沼

宿、神代宿などの旧宿場町に当時の面

影を残す町並みが残されている。 
麻煮の釜屋（信州新町） 
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だっ た麻生産の様子を伝えている。

オ　 絵　 画

　 絵画は、 善光寺大勧進が所蔵する 絹本著色日吉山王曼陀羅図（ 15世紀）を はじ めと す

る仏画のほか、 真田宝物館が所蔵する松代藩五大祭礼絵巻と 呼ばれる真田家が所蔵し て

いた善光寺祇園祭、 松代天王祭、 戸隠の柱松神事、 雨宮日吉山王社の御神事、 武水別八

幡神社の大頭祭の様子をそれぞれ巻子仕立てにし た絵巻などがある。

　 また、 無住の仏堂や地域公民館と し て利用さ れているかつての仏堂には、 ヤショ ウマ

や施餓鬼会などの行事の際に使用し ていた仏画を残し ていると こ ろ がみら れる。

カ 　 彫　 刻

　 市内には、 古寺社が多く 存在し 、 そこ に祀ら れている 神仏像にも 古いも のがみら れ

る。 第四地区の新田町近辺で、 近世に善光寺仏師を名乗り 活動し ていた長谷川姓の仏師

の手による仏像が各所に残さ れている。

　 こ のほか、 鬼無里、 中条地区にまたがる虫倉山を拠点に山岳修行をし ていた木食聖の

一派が修行の一環と し て作っ た仏像が、 虫倉山周辺地域の寺社や家庭に残さ れている。

こ れら は、 木片などから 作ら れた素朴な仏像で、 主な製作者であっ た木食山居の名前か

ら 山居仏と 呼ばれて親し まれている。

キ　 工芸品

　 工芸品は、 真田宝物館が所蔵する松代藩主真田家の大名道具の能装束や蹴鞠道具のほ

か、 善光寺大勧進が所蔵する刺繍阿弥陀三尊来迎図がある。 繍仏の阿弥陀来迎図は、 鎌

倉から 室町時代頃に庶民の間に広がっ た浄土信仰の隆盛に合わせて多く 作ら れ、 現存す

るも のは少なく 、 県内では唯一のも のである。

長谷川政七作　 弘法大師（ 鬼無里地区）
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ク 　 書跡・ 典籍

　 典籍と し て、 親鸞聖人絵伝や鬼女紅葉狩の図（ いずれも 市指定文化財）を所蔵する長沼

地区の西厳寺では、 源氏物語五十四帖や一条兼良書住吉物語が所蔵さ れている。 また、

書跡と し て、 古牧地区の光蓮寺では、 永享11年（ 1439）に京都本願寺に参詣し た際に授

かっ た奥書に蓮如上人書跡と ある聖
ひじ り の

教
おし え

が所蔵さ れている。 そのほか高井鴻山筆の川中

島養蚕神社幟旗、 勝海舟筆の伊勢社五反幟、 佐久間象山筆の南俣神社幟旗がある。

ケ　 伝統工芸品

　 戸隠の竹細工は、 戸隠の山野に自生するチシマザサ

（ 根曲がり 竹と 呼ばれている 。）を 材料に作ら れる 箕や

籠で、 その起源は不明ながら 、 山ノ 内町の須賀川に慶

安年間（ 1648～1652）頃に戸隠から 移住し てき た徳武

某ら 三人によっ て竹細工が伝えら れたと の記録が残さ

れている。

　 根曲がり 竹は、 茎が細く し なやかなため、 細かな細工がし やすく 、 丈夫である点が特

徴で、 農作業の道具と し ての箕や籠はも と より 、 明治時代に入っ て養蚕が盛んになると

蚕籠、 現在では蕎麦ざると いっ たよう に、 それぞれの時代の需要に合う よう に製品の形

を変えながら 100年以上継続し て作ら れている。

　 昭和58年（ 1983）に、 県内の他の竹細工産地と と も に信州竹細工と し て長野県の伝統

的工芸品に指定さ れている。

コ 　 食文化

　 近世以降、 市の平地部では米と 麦の二毛作が、 山間部では麦やソ バの栽培が行われて

き たため、 う どん、 そば、 おやき と いっ た粉食が発達し た。 調理法は、 麺を短めに平た

く し て、 いろ いろな野菜と 一緒に煮込む「 おぶっ こ 」や、 投じ 籠に入れたそう めんをあら

かじ め野菜等を 入れた煮汁に浸し 、 一杯分の椀の中に煮汁と 合わせて入れて食す「 おと

う じ 」など多様である。

　「 おやき」は、 小麦粉を水で溶いて練っ た生地に餡と なる具材を載せて包んで蒸す、 あ

るいは焼いた饅頭で、 餡と なる具材には、 こ の地で採れ

る 丸茄子や野沢菜、 切り 干し 大根が使われる こ と が多

い。 かつては、 米食の間を埋める代用食と し て家庭で日

常的に作ら れていたが、 現在では、 長野県を代表する郷

土食と し て広く 知ら れるよう になっ た。

　 本市西部の中山間地を含む西山地方と 呼ばれる地域で

戸隠竹細工

おやき
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は、 冠婚葬祭の際に「 えご」と 呼ばれる 食べ物が出さ れ

る。「 えご」は、 エゴグサと 呼ばれる海藻の煮凝り で、 羊

羹状に固めた後、 刺身状に切っ て盛り 付けさ れる。 こ れ

を酢味噌などにつけて食す。「 えご」自体は無味に近く 、

磯の風味が強い。 隣県の新潟では、 日常食と し て食べら

れるのに対し 、 ハレの食品と し て食べら れるこ と や、 煮

凝り の際にあえて濾さ ずに磯の風味を強く 出し た方が好まれるなどの点は、 海がない地

域ゆえの習慣と いえる。

　 季節の風物詩と し て春先に食べら れるのが、 根曲がり 竹のタ ケノ コ である。 根曲がり

竹は、 厳寒地に自生するチシマザサのこ と で、 中山間地域に広く 見ら れる。 根曲がり 竹

のタ ケノ コ は、 缶詰の鯖水煮と 一緒に味噌汁にし て食べら れるこ と が多い。 そのため、

時季になると スーパーなどでは、 鯖の水煮缶が積まれる光景がみら れる。

サ　 絵解き

　 絵解き は、 仏画を用いて寺社の縁起や仏教説話などを説明する文芸のひと つで、 県宝

の善光寺如来絵伝を所蔵する淵之坊のほか、 往生寺や西光寺など善光寺近辺の寺院で行

われている。

　 刈萱親子の伝承が伝わる往生寺と 西光寺では、 往生寺で「 刈萱親子御絵伝」（ ２ 幅）、

西光寺で「 刈萱道心石童丸御親子御絵伝」（ ２ 幅）を 用いて刈萱道心と 石童丸の親子の物

語を口演し ている。 また、 西光寺では「 六道地獄図」（ ６ 幅）の絵解き も 行っ ている。

　 こ のほか、 絵解き を広めるため、 長野郷土史研究会によっ て善光寺如来絵伝や涅槃図

などの絵解きも 行われている。

絵解き の様子

えご
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シ　 北信流

　 北信流と は、 酒宴の途中、 年配者の発言によっ て酒宴の主催者と 主賓が宴席の中心に

進み相対し 、 肴
さ かな

と 称する謡
う たい

の後、 杯を酌み交わすと いう も のである。 北信流が行われる

と 用事のある参加者は退席ができ ると し て、 酒宴の中締めの意味も ある。

　 かつて農家の男性は、 突然に肴
さ かな

を出すよう 指名さ れても よいよう に謡
う たい

の一つ二つは覚

えるのが当たり 前と さ れ、 嗜みと し て冬の農閑期などを利用し て謡曲の師匠について謡

を習っ たと いう 。

　 北信流は、 明治以降に北信濃に広まっ たも ので、 北信一帯に伝わる。 近世松代藩の武

士階級に広まっ ていたも のが、 近代に入っ て北信一帯の民衆に広まっ たと 考えら れてい

る。

ス　 山　 城

　 市内には200近く の山城が確認さ れて

いるが、 大半は、 鎌倉時代から 戦国時代

に在地の国人層や、 川中島の戦いに際し

て武田氏、 上杉氏によっ て築かれたも の

である。 特に、 善光寺平の掌握をめぐ っ

て武田氏と 上杉氏と の間でおき た川中島

の戦いは長期間にわたるも のであっ たた

め、 善光寺を取り 囲む旭山城、 葛山城、

大峰城や市北部に作ら れた髻山城、 若槻

山城、 市南部の尼巌城、 清滝城、 寺尾城など、 川中島の戦いに関わるも のが多く ある。

セ　 石造物

　 石造物で特徴的なも のに、 徳本行者の六字名号塔があ

る。 独特の書体で「 南無阿弥陀仏」と 刻まれ、 脇に「 徳本」の

名と 丸に十に似たマーク のよう な花押が刻まれている念仏

塔である。

　 こ れは、 近世の念仏行者徳本（ 1758～1818）が念仏行の

布教に用いた六字名号札を 石碑に刻んだも ので、 市内で

96基を 数える。 そのほと んどが、 徳本行者が念仏教化の

ために訪れた文化13年（ 1816）の年号を 刻んでおり 、 教え

を広めに歩いた徳本行者の行程をう かがい知るこ と ができ

る。

旭山城の縄張り

徳本名号塔

（ 更北地区 法蔵寺）
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古　 墳 城館跡 集落跡 生産地 墳　 墓 社寺跡 祭祀跡 散布地 その他 計

第　 一 1 1 3 5

第　 二 21 3 5 1 1 31

第　 四 1 1 1 3

芹　 田 6 5 2 13

古　 牧 1 5 4 3 13

三　 輪 2 6 3 11

吉　 田 6 12 4 22

古　 里 3 1 4 1 5 1 15

柳　 原 2 4 3 9

浅　 川 7 3 4 14 28

朝　 陽 2 3 1 6

若　 槻 12 8 18 3 29 1 71

長　 沼 3 3

安茂里 34 9 3 1 10 57

小田切 2 5 8 15

芋　 井 4 1 1 16 22

篠ノ 井 56 21 19 2 1 28 127

松　 代 98 16 8 5 2 1 1 25 156

若　 穂 66 12 9 1 1 30 119

川中島 4 1 3 8

更　 北 4 3 3 10

七二会 9 1 11 21

信　 更 14 8 1 9 38 70

豊　 野 30 4 4 6 6 6 48 1 105

戸　 隠 17 2 1 20 1 41

鬼無里 1 14 1 16

大　 岡 1 2 1 19 23

信州新町 3 16 6 3 33 61

中　 条 3 1 3 18 25

計 349 178 125 27 17 11 4 390 5 1106

■ 周知の埋蔵文化財包蔵地件数一覧

※地区をまたぐ 包蔵地：  第一・ 第二・ 第三・ 第四（ 集落跡）１ 、 第三・ 第四（ 集落跡）１ 、 古牧・ 芹田（ 散布地）１ 、 柳原・ 朝陽（ 散布地）

１ 、 更北・ 川中島（ 散布地）１ 、 浅川・ 若槻・ 吉田・ 三輪・ 上松（ 散布地）１

（ 令和４ 年（ 2022）３ 月末現在）

ソ 　 埋蔵文化財包蔵地

　 本市には、 1,100件を超える周知の埋蔵文化財包蔵地がある。

　 地区別では、 松代、 篠ノ 井、 若穂、 豊野地区に多く 、 こ れら の地区は、 指定文化財が

多く 所在する地区でも ある。

　 また、 種類別では、 古墳が群を抜いて多く 、 城館跡、 集落跡と 続く 。 地区をまたぐ 包

蔵地は、 ６ か所を数える。
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